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外国人による近代日本見聞の特色
─ イギリス人旅行写真家 ベンジャミン・ストーンの場合 ─
梶井　一暁
　近代日本に残る近世的伝統とその刷新としての西洋化が混交ないしは相克する位相は，他
者としての外国人の目線をそこに投じるとき，より浮き彫りになる側面がある。19世紀末，
近代初期の日本において，どのような文化や伝統をめぐる変化が進みつつあったのか。本稿
では，イギリス人旅行写真家のベンジャミン・ストーンが1891年の日本滞在時，本国の家
族らに宛てた手紙を検討し，彼が語る日本で得た経験と観察の内容を考察する。
Keywords：近代日本，ベンジャミン・ストーン，手紙，伝統，変化
１．問題の所在
　日本の近代化過程の目撃者は，日本人自身であり，
また海を渡り，日本を訪れる外国人もそうであった。
日本の外部からここを訪れた者にとって，近代化過
程の日本は，その目にどう映ったのか。日本の近代
化は西洋化とほぼ同義であったともいわれるが，そ
の西洋人が経験し，観察した近代日本は，どのよう
な性格のものであったのか。本稿では，1891年に
イギリスから日本を訪れた旅行家であり，写真家で
あるベンジャミン・ストーンの場合を検討する。彼
が日本滞在中，本国の家族らに宛てた手紙を主史料
とし，その訳出と分析を通じ，日本の近代化過程の
一断面に光をあてたい。
　日本を訪れた外国人の見聞が，日本の文化や社会
の特質を考察するための情報として有益であること
は，しばしば指摘されるところである1。とりわけ
19世紀後半，江戸時代も幕末開国期，欧米を中心
に来日する者が増加し，外国人は近代日本史の観察
者のひとりとなってきた。国籍，職業，専門，性別
など，さまざまの背景をもつ者が来日し，なかには
滞在中に見聞した内容や印象を書き残す者も少なく
ない。彼ら外国人の日本見聞に関する情報は，少な
くともつぎの２点で意義深いと思われる。
　第１は，出身の国や地域との比較の観点からの日
本観察により，日本の文化や社会の特質が照射され
ることである。たとえば19世紀，急速に欧化する
近代日本の観察者となり，ヨーロッパ・キリスト教
文化的な観点から，およそその優位を前提に，日本
の文化や習俗について批判的評価を与えたひとり
が，バジル・H・チェンバレンであった2。他方，
必ずしもヨーロッパ・キリスト教文化を優位としな
い目線から，新旧の文化や習俗の混交する近代日本
をとらえ，伝統的な風物や風習に共感的なまなざし
を向けたひとりが，ラフカディオ・ハーンであった3。
彼ら外国人による日本観察は，日本を批判的にみる
か，好意的にみるか，日本評価の問題はともかく，
それが日本の外部を知る者としての彼らのまなざし
を通してなされるものゆえ，その比較的視座により，
日本の文化や社会，あるいは伝統や教育の特質を浮
きあがらせる情報を含むものであるといえる。
　第２は，日本では未発達の記録の技術や機器が外
国から持ち込まれることの効用である。とくに注目
されるのがカメラである。日本でも幕末開国期から
長崎の上野彦馬や横浜の下岡蓮杖らが写真家として
活躍し，撮影技術に熟達する者があった。彼らの多
くは都市に写場を開き，主にスタジオ・カメラを扱っ
た。当時のほとんどの日本の写真家にとって，ハン
ディー・カメラやフィールド・カメラはまだ手近な
機器ではなく，カメラは手軽に撮影できたり，持ち
運べたりできる機器ではなかった。そのため，撮影
対象は限られざるをえない。特定の写場をもたず，
農村や山村を巡る「旅写真師」「股旅写真師」と呼
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ばれる者がいたとはいえ，都邑を問わず，人々の暮
らしぶりや日常のありようが，被写体として日本の
写真家によって積極的に選びとられることはほぼ困
難であった4。その点でアメリカのジョージ・イー
ストマン（George Eastman）が1888年に発売した
コダック（The Kodak）は画期的であった。100枚
撮りのフィルムが装塡された箱形カメラであり，携
帯に向き，より手軽な撮影と現像が可能となった5。
19世紀末，この新機種を手にするのは主に欧米人
であり，来日する外国人のなかにはこうしたカメラ
を携えてくる者があった。彼らは旅行する列島の各
地にカメラを持ち込み，レンズの向けられる対象が
広がった。外国人は，従来であれば被写体になりに
くかった地域や人々，その文化や習俗など，近代日
本史の一断面を記録するひとりとなった6。
　本稿でとりあげるベンジャミン・ストーン（John 
Benjamin Stone, 1838-1914）は，19世紀末にヨーロッ
パから日本を訪れた外国人のひとりである。ストー
ンはイギリス人であり，国会議員や地方議員として
政治の舞台で活躍するかたわら，趣味の旅行や写真
でも活動はきわめて精力的であった。彼が来日する
のは1891（明治24）年のこととなる。ヨーッロッパ，
アフリカ，アジア，アメリカ，オーストラリアの諸
大陸をめぐる世界一周旅行の一環として，来日が果
たされた。この旅行は議員の公務とは基本的に別物
であり，旅行家，写真家としてのストーンによって
なされた来日であった。
　彼の日本滞在は約２ヵ月であった。短期の滞在で
あったが，その間，九州，中国，関西，関東，東北
の各地を巡り，行動は意欲的であった。ストーンが
残した日本見聞に関する記録は，主に２つある。
　第１は，手紙である。ストーンは旅行中にイギリ
スの家族や友人に手紙を宛てており，手紙に日本で
の経験や印象を記している。現在のところ，彼の日
本旅行記や日記などの伝存は確認できないが，つぎ
に述べるように８通の手紙が，日本滞在中に書かれ
たり，日本見聞に関する記述を含んだりするものと
して認められる。
　第２は，写真である。ストーンは，熱心な旅行家
であり，またアマチュア写真家としても知られた人
物であった。カメラを携行して来日した彼は，その
滞在中，訪問した各地で自然，建物，人，生活など
をレンズに捉えた。ストーンが日本で使用したカメ
ラこそは，コダックの小型カメラであった。No.2
コダックであったと把握される7。彼が日本で撮っ
た写真は，伝存が確認されるだけでも350枚を超え
る。彼の写真は，19世紀末の日本を視覚的に記録
した貴重な史料といえる。
　ストーンの手紙と写
真は，イギリスのバー
ミンガム図書館に収蔵
されるベンジャミン・
ストーン・コレクショ
ン（T h e  B e n j a m i n 
Stone Collection. 以下，
ストーン・コレクショ
ンと略す）に含まれる。
近代日本史に関する記
録を含むこのコレク
ションは，これまで日
本ではほとんど知られ
ていない。本稿では，
ストーンの日本での経
験と観察を考察し，彼
のとらえた近代日本の
文化や伝統の特色を明
らかにする作業の一環
として，ストーン・コレクションのうち，まずは彼
の手紙を扱い，内容を検討したい。
　なお，写真の分析は，次稿で行うこととしたい。
２ ．ベンジャミン・ストーン―政治家，旅行家，写
真家
　ストーンはバーミンガム出身の政治家であり，旅
行家，写真家としても知られる人物である。バーミ
ンガムはイングランド中西部の商工業都市であり，
現在は人口約100万人を擁す。
　1838年，ストーンはバーミンガムのアストンに
おいて，富裕なガラス製造業者の長男として出生し
た。キング・エドワーズ・スクール（King Edward’s 
School）で教育を受けたのち，父の業界にはいる。
ついで製紙会社の共同経営者となるにいたり，バー
ミンガムでも有数の製紙工場を経営した。事業の成
功が彼の政治活動を可能とし，多面的な活動も導い
た。
　ストーンは保守党の政治家であり，1869年から
バーミンガムやサットン・コールドフィールド
（Sutton Coldfield）の地方議員を務めるようになり，
議会議長職も担った。1886年，自治区の初代首長
となる。1895年からは国会議員（MP, Member of 
Parliament）に転身し，1910年の引退まで国政の舞
台にあった。彼は1892年，その政治活動の功績が
認められ，ナイト爵に叙せられている。
　ストーンは熱心な旅行家でもあった。1860年代
末から旅行をはじめ，彼が好んで出かけた旅先のひ
とつは，ノルウェイであった。1875年，1882年，
図 １　ベンジャミン・ス
トーン（1897年）
El i zabe th Edwards , 
Peter James, eds., A 
Record o f Eng land , 
2006, p.8.
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1890年，1895年にノルウェイ旅行を行っている。
ノルウェイは彼に強い印象を与える地であったよう
であり，日本旅行の際にもノルウェイ旅行での見聞
が引きあいに出されている。ストーンが旅行したの
は，ヨーロッパ各地はもちろん，西インド諸島，南
アフリカ，北アメリカ，南アメリカ，東アジア，西
アジア，南アジア，東南アジア，オーストラレーシ
アなどの諸地域におよんだ。1890年から1910年ま
での20年間は，ストーンがとくに活発に旅行を行っ
た時期であった。海外に出なかったのはそのうち，
３年間だけであった8。ハイライトは1891年の日本
旅行を含む世界一周旅行であった。およそ約半年を
かけた大旅行であった9。
　ストーンの旅行に対する情熱は，彼が考古学，人
類学，地質学，天文学，歴史，民俗，建築，文学な
どに強い関心をもっていたこととかかわっている。
日本への旅行も，異国の文化や民俗についての興味
だけでなく，日本が有数の火山地帯であるという地
質学上の関心が，大きな理由となっている。
　ストーンは写真家としてもその名が知られる人物
であった。‘Sir Kodak’，‘Sir Snapshot’，‘The Knight 
of the Camera’などの愛称をもつ。写真家としての
ストーンの側面は別稿で論じることを予定したい
が，たとえば，彼がウェストミンスターで撮った国
会議員らのポートレートは著名であり，ナショナル・
ポートレート・ギャラリー（The National Portrait 
Gallery, London）は彼の作品を多数所蔵する。ス
トーンの写真の魅力は，著名人物の表現にあるばか
りでない。彼は国内外の旅行先で自然や建築，さら
には庶民，子ども，生活，習俗，風土などを被写体
のテーマとして積極的に選びとった。彼がまなざし
たのは，地域や人々をめぐる日常的な状況であった。
ストーンがめざしたのは，端的にいえば，カメラで
歴史を記録すること（recording history with the 
camera）であった。彼が旅行する国内外の都市や
村で撮り留めた歴史写真（history photographs）と
いうべき史料の蓄積は，19世紀とその世紀転換後
の世界と社会を写し撮った記録群として看過できな
い。彼が生涯で写真に費やしたのは３万ポンドを超
えるといわれ，現在の100万ポンド相当と見積もら
れる。
　ストーンの写真の主要部分は，バーミンガム図書
館のストーン・コレクションに収められる。約
22,000枚の写真，約1,700枚のガラスネガ（glass 
negatives），約600枚の立体写真（stereoscopic 
prints），約50冊のアルバムなどがある。
　ストーンは政治家として活躍し，旅行を愛し，カ
メラを生涯の友とした。彼は1869年，ジェーン・パー
カー（Jane Parker）と結婚し，四男二女に恵まれた。
1914年，自宅で没した10。
３．ストーンの日本旅行と手紙
⑴1891（明治24）年の日本旅行
　ストーンの来日は，世界一周旅行の一環でなされ
た。1891年１月，イギリスを発してイタリアに向かっ
たストーンは，紅海を渡ってエジプトからアラビア
にはいり，インド洋を航海し，コロンボ，セイロン
を経て，ベンガル，ペナン，中国にいたった。そし
て日本に４月，到着した。長崎で上陸したのは同月
９日であった。以降，６月12日に横浜からバンクー
バー行きの船で出国するまで，約２ヵ月間，日本に
滞在した11。
　長崎から神戸まで瀬戸内海を航路で行き，神戸に
数日間留まり，有馬や大阪に出かけた。京都から中
山道を人力車で旅し，途中，浅間山に登り，東京に
いたった。関東では東京や横浜に宿をとりつつ，鎌
倉，日光，箱根などに足を伸ばした。そして，火山
への関心から伊豆大島，さらには東北の磐梯山も訪
れた。
　ストーンの旅程における大きな特色は，浅間山，
磐梯山，大島などの火山に赴いていることであろう。
彼は地質学や博物学への関心とかかわり，当時の帝
国大学を訪ね，ジョン・ミルン（John Milne, 1850-
1913）やウィリアム・バルトン（William Burton, 
1856-1899）と面会している。ミルンはリバプール
出身の地震学者であり，工学寮，工部大学校，帝国
大学で地質学や鉱物学を担当した。明治13（1880）
年の日本地震学会創設を主導したひとりである。彼
には水平振子地震計の考案もある12。
　バルトンはエディンバラ出身の技術者であり，写
真家であった。帝国大学で衛生工学や土木工学を担
当した。1888年の磐梯山噴火や1891年の濃尾震災
の調査に参加し，ミルンとバルトンにはThe Great 
Earthquake in Japan 1891（1892）の共著もある13。
写真家としてのバルトンは小川一真らと親交があ
り，明治22（1889）年の日本写真会の創設に尽力し，
日本写真史への貢献は大きい14。
　興味深いのは，ストーンは来日前，バルトンが伝
える磐梯山噴火に関する新聞記事を読んでいたらし
いことである。彼のスクラップブックのひとつに，
1888年９月28日付のブリティッシュ・ジャーナル
（The British Journal）に掲載されたバルトンの
‘Photographing the Great Eruption at Mount 
Bandai, Japan’という記事の切り抜きが残されてい
る15。彼はかねてより関心をもっていた磐梯山につ
いて，帝国大学でミルンやバルトンから直接その状
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ばれる者がいたとはいえ，都邑を問わず，人々の暮
らしぶりや日常のありようが，被写体として日本の
写真家によって積極的に選びとられることはほぼ困
難であった4。その点でアメリカのジョージ・イー
ストマン（George Eastman）が1888年に発売した
コダック（The Kodak）は画期的であった。100枚
撮りのフィルムが装塡された箱形カメラであり，携
帯に向き，より手軽な撮影と現像が可能となった5。
19世紀末，この新機種を手にするのは主に欧米人
であり，来日する外国人のなかにはこうしたカメラ
を携えてくる者があった。彼らは旅行する列島の各
地にカメラを持ち込み，レンズの向けられる対象が
広がった。外国人は，従来であれば被写体になりに
くかった地域や人々，その文化や習俗など，近代日
本史の一断面を記録するひとりとなった6。
本稿でとりあげるベンジャミン・ストーン（John
Benjamin Stone, 1838-1914）は，19世紀末にヨーロッ
パから日本を訪れた外国人のひとりである。ストー
ンはイギリス人であり，国会議員や地方議員として
政治の舞台で活躍するかたわら，趣味の旅行や写真
でも活動はきわめて精力的であった。彼が来日する
のは1891（明治24）年のこととなる。ヨーッロッパ，
アフリカ，アジア，アメリカ，オーストラリアの諸
大陸をめぐる世界一周旅行の一環として，来日が果
たされた。この旅行は議員の公務とは基本的に別物
であり，旅行家，写真家としてのストーンによって
なされた来日であった。
彼の日本滞在は約２ヵ月であった。短期の滞在で
あったが，その間，九州，中国，関西，関東，東北
の各地を巡り，行動は意欲的であった。ストーンが
残した日本見聞に関する記録は，主に２つある。
第１は，手紙である。ストーンは旅行中にイギリ
スの家族や友人に手紙を宛てており，手紙に日本で
の経験や印象を記している。現在のところ，彼の日
本旅行記や日記などの伝存は確認できないが，つぎ
に述べるように８通の手紙が，日本滞在中に書かれ
たり，日本見聞に関する記述を含んだりするものと
して認められる。
第２は，写真である。ストーンは，熱心な旅行家
であり，またアマチュア写真家としても知られた人
物であった。カメラを携行して来日した彼は，その
滞在中，訪問した各地で自然，建物，人，生活など
をレンズに捉えた。ストーンが日本で使用したカメ
ラこそは，コダックの小型カメラであった。No.2
コダックであったと把握される7。彼が日本で撮っ
た写真は，伝存が確認されるだけでも350枚を超え
る。彼の写真は，19世紀末の日本を視覚的に記録
した貴重な史料といえる。
ストーンの手紙と写
真は，イギリスのバー
ミンガム図書館に収蔵
されるベンジャミン・
ストーン・コレクショ
ン（T h e B e n j a m i n
Stone Collection. 以下，
ストーン・コレクショ
ンと略す）に含まれる。
近代日本史に関する記
録を含むこのコレク
ションは，これまで日
本ではほとんど知られ
ていない。本稿では，
ストーンの日本での経
験と観察を考察し，彼
のとらえた近代日本の
文化や伝統の特色を明
らかにする作業の一環
として，ストーン・コレクションのうち，まずは彼
の手紙を扱い，内容を検討したい。
なお，写真の分析は，次稿で行うこととしたい。
２．ベンジャミン・ストーン―政治家，旅行家，写
真家
ストーンはバーミンガム出身の政治家であり，旅
行家，写真家としても知られる人物である。バーミ
ンガムはイングランド中西部の商工業都市であり，
現在は人口約100万人を擁す。
1838年，ストーンはバーミンガムのアストンに
おいて，富裕なガラス製造業者の長男として出生し
た。キング・エドワーズ・スクール（King Edward’s
School）で教育を受けたのち，父の業界にはいる。
ついで製紙会社の共同経営者となるにいたり，バー
ミンガムでも有数の製紙工場を経営した。事業の成
功が彼の政治活動を可能とし，多面的な活動も導い
た。
ストーンは保守党の政治家であり，1869年から
バーミンガムやサットン・コールドフィールド
（Sutton Coldfield）の地方議員を務めるようになり，
議会議長職も担った。1886年，自治区の初代首長
となる。1895年からは国会議員（MP, Member of
Parliament）に転身し，1910年の引退まで国政の舞
台にあった。彼は1892年，その政治活動の功績が
認められ，ナイト爵に叙せられている。
ストーンは熱心な旅行家でもあった。1860年代
末から旅行をはじめ，彼が好んで出かけた旅先のひ
とつは，ノルウェイであった。1875年，1882年，
図１ ベンジャミン・ス
トーン（1897年）
El i zabe th Edwards ,
Peter James, eds., A 
Record o f Eng land ,
2006, p.8.
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況を聞き，磐梯山に向かう決意を固める。
　大島もストーンの関心をとらえる火山であった16。
日本滞在中，最後の火山登頂となった大島訪問は，
厳しい天候と環境のなか，多くの困難をともなうも
のとなった。しかし，それはほとんど前例のない大
島火山視察の実現となった。ストーンらの成果は日
本地震学会からも注目されるものであり，調査報告
書の提出を依頼されている。この大島火山視察の成
功は，島民の支援が不可欠であった。ストーンは彼
らの経験や判断に頼るところが大きかったことを記
し，島民の気質や知恵を賞している。在地の人々が
保つ生活や慣行を旧習として否定せず，彼らの思考
や態度を尊び，その歴史的文化的背景を推重し，理
解しようとするのは，ストーンの基本姿勢といえる。
それはこの大島訪問に限らない。
　近代日本における文化や伝統の観察者のひとりと
してストーンをみた場合，留意されるのは，彼の火
山や地質への関心にもとづく浅間山，磐梯山，大島
への訪問が，彼を地方の農村，山村，漁村を訪ねさ
せることとなった点である。すなわち，彼は一般の
旅行者が訪れる京都や東京などの都市，鎌倉や日光
などの景勝地だけでなく，地方の村々へも足を踏み
いれることとなった。列島を旅する彼は，道中で見
る美しい景色や豊かな自然を印象に刻むとともに，
旅をともにする車夫，行く村々で会う大人，子ども，
女性，老人，青年，教師，医師，商人らとのささや
かな交流を楽しんだ。その交わりが，ストーンに彼
らの生活や習慣を観察させ，記録させることとなっ
た。
　彼らとの交流の一端は，以下にみる手紙に記され
ている。また，ストーンは彼らを撮影した写真につ
いても，その検討は別稿を期すこととなるが，多数
残している17。
⑵ストーンの手紙
　ストーン・コレクションの調査により，ストーン
が日本滞在中にイギリスの家族や友人に宛てた手紙
は，少なくとも13通あったことがわかったが，確
認できるものは，７通であった。また，出国後，太
平洋航海中に書かれた手紙１通が，日本での経験を
追想する内容のものであった。現在のところ，この
都合８通が，日本見聞に関する内容を含む手紙とし
て把握される18。手紙に記されている地名・場所と
日付とともに示すと，下記のとおりである19。
　①Kioto, Ami’s Hotel（April 15th, 1891）
　②Yokohama（May 10th, 1891）
　③Bandaisan（May 17th, 1891）
　④Nikko（May 20th, 1891）
　⑤Yokohama（May 25th, 1891）
　⑥Yokohama（May 31st, 1891）
　⑦Yokohama（June 10th, 1891）
　⑧On the Pacific Ocean（June 15th, 1891）
　以下，ストーンの手紙８通の訳出を試み，彼の目
に映る近代日本の姿をとらえてみたい20。
４．ストーンの手紙の内容
　①京都，1891（明治24）年４月15日付
　次第に『日本事物誌』（Things Japanese）が私の
頭の多くを占めるようになり，セイロンやペナンや
中国での見聞がすでに過去のものであるように思わ
れてきます。どの思い出も新しい関心にとってかわ
られていきます。はじめて見る帝（Mikado）の地は，
私に好ましい印象を残すものでした。長崎で私の乗
る小さな船が海岸に寄せられたときでした。輝く
花々の光がほのかに射し，はじめて踏むその地は，
私を入り口へ導くようでした。あたり一帯は花咲く
木々で明るく，サクラが開花し，モモやウメやナシ
の花もそれぞれ色づいていました。あなたがこの手
紙を受けとるころには，そちらグランジあたりでも，
花は見頃のことでしょう。日本のナシの花は深くて
濃い赤から，段階的に美しいバラのような赤，可憐
なピンク，そして真っ白へと色が変わります。しば
しば，同じ木にそれら色違いの花が一緒に咲いてい
ることもあります。さらに二重の花と一重の花，大
きな花と小さな花，さまざまの花が咲くため，見る
たびに目を楽しませてくれます。店がいくつかあり，
見事な枝々で飾りつけられています。ホテルもいく
つかあり，複数の部屋をもち，テーブルは木の枝と
花で飾られています。刈り揃えられたきれいな枝で
つくられた小枝飾りに，花々が添えられています。
花の１つはヒメウツギという名前で，ジャパニーズ・
スノー・フラワーと呼ばれる小さな二重の花です。
房になったさまが見栄えします。また，何本かのまっ
すぐの細枝が少しの花束にされて吊され，調和的で
美しい飾りとなっています。大きな花瓶や小さな器
も飾られ，それらはたびたび取り替えられます。女
性は花を髪に挿し，その魅力的な美しさは，男性の
目を奪います。
　船が長崎で停泊したのは短期間でしたから，多く
を見聞することはできませんでした。しかし，外国
人の私たちもよく知るところの，日本人らしい様子
をうかがうことはできました。私たちは親しみを
もって人々を見るのですが，そこには好奇の目や観
察を楽しむ意識がまぎれていることは否定できませ
ん。かわいらしい少女がちょこちょこ走っています。
彼女は私たちが日本の少女としてよく知っている，
例の容姿をしています。昔から知っている子である
外国人による近代日本見聞の特色
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かのようです。赤ん坊をおぶる子どもたちの様子も，
外国人によく知られたものです。子どもたちは似た
着物を着て，背にかわいらしい子を負っています。
人力車を引く小柄の男，物静かな老人，凧を飛ばす
少年など，最初は好奇の目を向けたさまざまの対象
は，何度も目にするうちに，そこにあるのが当然の
光景のように馴染んでくるのでした。
　私たちは夜に出帆し，早朝には瀬戸内海に出まし
た。その明媚な景色に目は奪われました。海に浮か
ぶ島々は，絵のように見事に並び，あざやかで美し
かったです。まさに日本を思わせるすばらしい光景
でした。島々がおりなす航路は，まるで運河の迷路
のようであり，神戸までの航海を遠大な景色のパノ
ラマで楽しませてくれました。
　私たちはとても小さな海を実際に航海していたの
ですが，それはまるでノルウェイのフィヨルドのな
かを旅しているようでした。風景がよく似ています。
木の生えない剥きだしの岩，狭い運河，静かな水面
は，どれも私に遠くノルウェイを旅したときの記憶
を思い起こさせました。航海は毎日が楽しく，陽が
落ちるまで，私たちはデッキを離れることはありま
せんでした。過ぎてゆく１日の時間を思うと，夕食
にかかる１時間さえ惜しく感じました。私たちは夜
中までには神戸港に到着する予定でしたが，翌日の
朝食の時間まで遅れました。あとでわかったのです
が，私たちの船が遅れたのは，日本の帆船と接触し，
その船をどこか近くの港まで引いていく必要があっ
たためのようです。
　多くの船がこの水域で座礁しています。２～３ヵ
月前，トルコの軍艦が大破し，沈没した出来事は，
地元の人々の記憶にいまだ鮮明です。乗組員のほん
どが溺れ，数百人の犠牲が出ました。先般，この悲
惨な出来事と哀悼の意を伝えるため，日本からトル
コに船が派遣されましたが，船はまだ帰還せず，帰
りの日が待たれています。
　神戸で上陸し，私はついに日本にいることを実感
しました。荷物をホテルに運びました。オリエンタ
ル・ホテルという上品なホテルです。気候は気温が
低く，北風が５月を待つ東風を押し返しているよう
です。熱帯地方を去ってから，さわやかな空気が爽
快で心地よいですが，何か熱帯地方の太陽ほど光の
恵みを感じません。季節はたしかに春であり，イギ
リスの春にとてもよく似ています。故郷にいるよう
だと感じるのは，季節柄のせいだけでありません。
それは日本人が私たちに親和的な人々だからです。
私が見てきたどの東洋の国の人々よりもそうだと感
じます。日本とこの国の人々は，西洋のうちに区分
されてもよいくらいです。むしろ，東洋の他の国や
人々と一緒に括ってみるほうが，無理があるように
思われるほどです。日本は中国に近い国ですが，民
族性は明らかに違います。日本人は白人的ですが，
中国人は決してそうとはいえません。
　私は神戸での初日，人力車に乗って街を巡りまし
た。見応えのある滝があり，詳しく調べてみたい寺
院もいくつかありました。おもしろそうな店も多い
です。あなたがこの国に来たら，すぐに骨董の海に
飛び込むことができます。もしあなたの寝室が美術
品や何でもない物でいっぱいでないなら，それを満
たすため，いくらでもあなたの喜びそうなところに
連れていってくれる案内人が，日本にはいます。神
戸では私はとくに骨董商とかかわりをもちませんで
したが，竹細工に興味をもちました。私が最初に買っ
たのはステッキです。ここしばらく手にいれたいと
思っていました。３本を購入し，まだ１本もなくし
ていません。私の持ち物に加わったこれらの代物は
とても美しく，日本の彫りが施されています。竹製
の椅子や藁の飾り物をつくっている村が神戸からそ
う遠くないことを，ホテルで教えてもらいました。
その集落の周辺には市場のようなものが立ち，素敵
な小物がいろいろ売られているようです。
　そこで，私はその村に行くことを決め，ちょっと
した冒険気分で出かけました。道は山のなかを通り，
険しく，困難な山越えとなりました。私は人力車を
使い，２人の車夫を雇っていましたが，無理を申し
つけるわけにもいかず，多くを自身でも歩きました。
有馬まで17マイルありましたが，私はその半分ほ
どの距離だと思っており，日帰りで済む手軽な旅く
らいに考えていました。私はぶらぶら歩きました。
美しい木々，輝かしい深紅色のツバキとアセビが咲
くなか，私は歩を進めました。ツリガネソウがツバ
キのまわりに咲き，自然の風景に飾りが添えられた
ように映え，きれいでした。
　この散策は到着までに午後５時となり，神戸に戻
るには遅くなりすぎました。私たちは夜を過ごす宿
を探す必要がありました。ちょうどよい小さな宿屋
が見つかり，清潔で感じがよかったです。宿屋の主
人がよくもてなしてくれました。彼は英語を話し，
夫人はおいしい夕食を準備し，翌日の朝食もつくっ
てくれました。障子の部屋で寝るのは，はじめてで
した。私は寝つくまでに時間がかかりました。何か
起こるのではないかと，わけもなく考えていたから
ですが，やはり何も起きませんでした。翌朝は早く，
気持ちよく目覚めました。故郷の朝と変わらない，
すがすがしい山の空気でした。
　私は話しておくべきでしょう。地元の商人たちが
現れたのは，私が夕食に手をつけはじめたときでし
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況を聞き，磐梯山に向かう決意を固める。
　大島もストーンの関心をとらえる火山であった16。
日本滞在中，最後の火山登頂となった大島訪問は，
厳しい天候と環境のなか，多くの困難をともなうも
のとなった。しかし，それはほとんど前例のない大
島火山視察の実現となった。ストーンらの成果は日
本地震学会からも注目されるものであり，調査報告
書の提出を依頼されている。この大島火山視察の成
功は，島民の支援が不可欠であった。ストーンは彼
らの経験や判断に頼るところが大きかったことを記
し，島民の気質や知恵を賞している。在地の人々が
保つ生活や慣行を旧習として否定せず，彼らの思考
や態度を尊び，その歴史的文化的背景を推重し，理
解しようとするのは，ストーンの基本姿勢といえる。
それはこの大島訪問に限らない。
　近代日本における文化や伝統の観察者のひとりと
してストーンをみた場合，留意されるのは，彼の火
山や地質への関心にもとづく浅間山，磐梯山，大島
への訪問が，彼を地方の農村，山村，漁村を訪ねさ
せることとなった点である。すなわち，彼は一般の
旅行者が訪れる京都や東京などの都市，鎌倉や日光
などの景勝地だけでなく，地方の村々へも足を踏み
いれることとなった。列島を旅する彼は，道中で見
る美しい景色や豊かな自然を印象に刻むとともに，
旅をともにする車夫，行く村々で会う大人，子ども，
女性，老人，青年，教師，医師，商人らとのささや
かな交流を楽しんだ。その交わりが，ストーンに彼
らの生活や習慣を観察させ，記録させることとなっ
た。
　彼らとの交流の一端は，以下にみる手紙に記され
ている。また，ストーンは彼らを撮影した写真につ
いても，その検討は別稿を期すこととなるが，多数
残している17。
⑵ストーンの手紙
　ストーン・コレクションの調査により，ストーン
が日本滞在中にイギリスの家族や友人に宛てた手紙
は，少なくとも13通あったことがわかったが，確
認できるものは，７通であった。また，出国後，太
平洋航海中に書かれた手紙１通が，日本での経験を
追想する内容のものであった。現在のところ，この
都合８通が，日本見聞に関する内容を含む手紙とし
て把握される18。手紙に記されている地名・場所と
日付とともに示すと，下記のとおりである19。
　①Kioto, Ami’s Hotel（April 15th, 1891）
　②Yokohama（May 10th, 1891）
　③Bandaisan（May 17th, 1891）
　④Nikko（May 20th, 1891）
　⑤Yokohama（May 25th, 1891）
　⑥Yokohama（May 31st, 1891）
　⑦Yokohama（June 10th, 1891）
　⑧On the Pacific Ocean（June 15th, 1891）
　以下，ストーンの手紙８通の訳出を試み，彼の目
に映る近代日本の姿をとらえてみたい20。
４．ストーンの手紙の内容
　①京都，1891（明治24）年４月15日付
　次第に『日本事物誌』（Things Japanese）が私の
頭の多くを占めるようになり，セイロンやペナンや
中国での見聞がすでに過去のものであるように思わ
れてきます。どの思い出も新しい関心にとってかわ
られていきます。はじめて見る帝（Mikado）の地は，
私に好ましい印象を残すものでした。長崎で私の乗
る小さな船が海岸に寄せられたときでした。輝く
花々の光がほのかに射し，はじめて踏むその地は，
私を入り口へ導くようでした。あたり一帯は花咲く
木々で明るく，サクラが開花し，モモやウメやナシ
の花もそれぞれ色づいていました。あなたがこの手
紙を受けとるころには，そちらグランジあたりでも，
花は見頃のことでしょう。日本のナシの花は深くて
濃い赤から，段階的に美しいバラのような赤，可憐
なピンク，そして真っ白へと色が変わります。しば
しば，同じ木にそれら色違いの花が一緒に咲いてい
ることもあります。さらに二重の花と一重の花，大
きな花と小さな花，さまざまの花が咲くため，見る
たびに目を楽しませてくれます。店がいくつかあり，
見事な枝々で飾りつけられています。ホテルもいく
つかあり，複数の部屋をもち，テーブルは木の枝と
花で飾られています。刈り揃えられたきれいな枝で
つくられた小枝飾りに，花々が添えられています。
花の１つはヒメウツギという名前で，ジャパニーズ・
スノー・フラワーと呼ばれる小さな二重の花です。
房になったさまが見栄えします。また，何本かのまっ
すぐの細枝が少しの花束にされて吊され，調和的で
美しい飾りとなっています。大きな花瓶や小さな器
も飾られ，それらはたびたび取り替えられます。女
性は花を髪に挿し，その魅力的な美しさは，男性の
目を奪います。
　船が長崎で停泊したのは短期間でしたから，多く
を見聞することはできませんでした。しかし，外国
人の私たちもよく知るところの，日本人らしい様子
をうかがうことはできました。私たちは親しみを
もって人々を見るのですが，そこには好奇の目や観
察を楽しむ意識がまぎれていることは否定できませ
ん。かわいらしい少女がちょこちょこ走っています。
彼女は私たちが日本の少女としてよく知っている，
例の容姿をしています。昔から知っている子である
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た。すぐに私の部屋は，魅力的な品々でいっぱいに
なりました。私は気にいった一組の品物を買い求め
ました。それらは仕上げが見事で，もしあなたが気
にいらなくても，誰かのプレゼントにするのもよい
です。さわやかな早朝，私は神戸への帰路につきま
した。体調も気分もすこぶるよかったです。
　オリエンタル・ホテルに戻り，つぎの計画に思い
をめぐらせているときでした。ある紳士が私に話し
かけてきました。彼は人を捜しており，もし私が最
近ここに到着した蒸気船の乗客であったなら，その
人について知っているのではないかと思ったようで
す。彼が探していた人は，J・B・ストーンといい，
つまり私でした。彼はジョージ・セイル氏（Mr. 
George Sale）であり，ホルム氏（Mr. Holme）の
友人です。私はセイル氏と後日，東京で会うことに
していました。もちろん，私は喜びました。彼と息
子はここにしばらく滞在し，ずいぶん私を助けてく
れました。実に彼らは親切で，銀行業務のことでも
手助けしてくれました。彼らは私の神戸滞在におけ
るよき友人でした。ある日，私は神戸の日中貿易会
社の経営者に紹介状を送りました。会社を訪れると，
先に手紙を送って訪問の意図を知らせておいたおか
げで，あたたかく迎えいれてくれました。私たちは
合資会社に関する重要な商取引を行いました。私は
請われ，いくつかの化学工場を訪れました。蒸留器
製造に関する助言を求められたので，私は喜んで応
じました。工場視察のあと，私は大きな工業都市で
ある大阪を見学し，夜は伝統的な日本の夕食会に招
待されました。
　神戸から私と一緒の紳士も招かれました。午後５
時半ころ，使いの者が来て，私たちは夕食会の場所
に案内されました。化学工場の経営者たちは裕福で
あり，すべてが豪華ですばらしかったです。私たち
はおそらくもっとも贅沢な夕食を馳走になり，その
ような饗宴がどのように執り行われるかを観察する
機会を得たのです。
　私は夕食を最初から最後まで楽しみ，このような
機会に恵まれたことを，本当にありがたく思いまし
た。夕食会のあった建物は魅力的なこぢんまりした
茶屋であり，しばしば会食に使われるようです。玄
関のドアをノックしてはいると，上品な女性が何度
もおじぎし，迎えてくれました。私たちはブーツを
脱ぎ，ブーツは玄関に置いたままにしました。畳が
すべての廊下と部屋に敷かれ，そこを歩くのは靴下
で行進するようであり，新鮮な感覚でした。悪くあ
りません。
　夕食会の部屋はすばらしかったです。大きすぎず，
花かごの形をした飾りが小綺麗で似合っていまし
た。部屋は障子で仕切られていました。しばらくし
てろうそくが届けられるまで，障子を通った日差し
がやわらかく部屋を照らしていました。床には上質
の座布団が置かれていました。部屋には主人たちが
すでに控えており，私たちを招きいれてくれました。
　数人の美しく若い女性が給仕してくれました。そ
の動作は歩くというよりも，舞うようでした。彼女
たちが部屋に入ってきたとき，そのうちの１人が装
飾のきれいな盆か小卓のようなものを運び，客人た
ちの前にそれを置きました。すると，彼女たちはみ
んなとてもかわいらしいおじぎをし，膝をつきまし
た。部屋の各所にヤシ油のろうそくの立てられた燭
台が置かれ，その横には火のついた木炭がはいった
小さな箱がありました。
　１品目はウミガメのスープであり，絶品でした。
私はやわらかな脂身の塊を箸でうまくつかみ，勇気
をもって口に運び，スープも啜りました。２品目は
魚の刺身であり，実に美味でしたが，私はあまり食
べられませんでした。切り身は箸でつかむには小さ
く，箸を器用に扱えないため，どうしても落として
しまうことがよくありました。つぎからつぎへと皿
が運ばれ，席に着いた私たちのまわりは皿でいっぱ
いになりました。少量の料理が約30種，それぞれ
小皿に盛られ，一人ひとりに給されます。皿が客人
のまわりを囲んでいくさまは，何というか，圧巻で
した。私は料理の多くに手をつけられませんでした。
私は皿を探り，１つに手を伸ばしました。私は菓子
かケーキを食べたかったのですが，薬味と野菜でし
た。以前に私は口いっぱいにワサビとカラシをほお
ばってしまい，みんなの笑いものになってしまった
ことがあります。みんなが私のすることをじっと見
ていました。
　食事のなかば，３人の女性が現れ，三味線の伴奏
にあわせて舞を披露しました。舞は古風で趣があり
ましたが，その動作や音が伝えようとする物語の意
味を理解できないため，楽しめませんでした。つづ
いて何人かの歌い手があらわれ，日本風でさえずる
ように歌いましたが，やはりその音色を心地よくは
感じられず，魅力的には思えませんでした。あとで
知ったのですが，今晩の舞い手や歌い手の何人かは，
大阪ではよく知られた評判の芸者でした。しばらく
すると彼女らは蝶のように舞いはじめました。その
動作は優雅で上品でした。すましたようであり，し
かしその淑やかな動作は，まるで動く絵のようでし
た。親睦の一環として，主人は私に美しい小さな酒
盃を手渡しました。私はそれをどう扱ったらよいか
わからず，当惑しました。その盃を酒で満たし，飲
み干したら返盃することを教えられました。相手は
外国人による近代日本見聞の特色
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返された盃を湯の入った小さな器のなかですすいで
洗い，またその盃に酒を注ぎ，飲みました。これが
何度も繰り返されました。私は自分の番を断る術を
知らず，それを知るまでつづきました。私たちの饗
宴は９時には幕引きとなり，列車で神戸に帰り着い
たのは10時でした。今晩の饗宴は私がこれまで経
験したことのあるもののなかで，もっともすばらし
いもののひとつでした。最初から最後まで，優美を
損なうような言葉も仕儀も，何ひとつありませんで
した。さて，おかしみの最高潮は，例の品のよい蝶
のごとき女性が，私に丁重につまようじを差し出し
たときに達しました。私はまだ腹が満たされていな
かったので，パンの一切れでもくれたらもっとよ
かったのにと，思ったわけでした。
　翌日は寒くて雨模様でした。私はとくに他にする
こともなく，列車に乗り，しばらく過ごした神戸を
離れました。その列車旅行はあまりおもしろいもの
ではありませんでした。丘陵地帯の裾に平らな海岸
が広がり，列車は水田と菜の花畑のなかを走りまし
た。もし故郷の春を思わせてくれる菜の花が咲いて，
私の目を楽しませてくれることがなかったら，列車
旅行はずいぶん物寂しかったでしょう。
　このよく知られた有名なホテルは，きわめて快適
であり，絵に描いたような装いです。大きな建物で
す。このホテルを利用する旅行者のうち，知ってい
る人物を20人か30人見かけました。ホテルに帰っ
て１時間もしないうちにドアをノックする者があり
ました。セイル氏でした。夫人をともなって私の部
屋を訪ねてくれました。彼らは昨晩からこのホテル
に泊まっていました。私は彼らと夕食をとり，歓談
に興じました。そして，つぎに日本のどこかで再会
できることを期し，しばらくの別れを告げました。
　私は２月25日にあなたからの手紙を受けとりま
した。とてもうれしいです。知りあいの公使館の秘
書が，東京からこちらへ転送してくれました。
②横浜，1891（明治24）年５月10日付
　日本での経験を話そうと思いますが，出来事の順
序や時間はそれほど気にせず，興味深かったことを
記したいと思います。毎日いろいろなことが起きま
す。あまりおもしろくない詳細は省きながら記すこ
ととします。
　京都で私は子どもたちと出会い，印象に残ってい
ます。セイル氏は何人かの日本人の友人を紹介して
くれました。イカダ氏（Mr. Ikada）はそのひとり
であり，彼は私を家に招いてくれました。私は丸一
日，子どもたちと過ごしました。イカダ氏は，私が
市内の小学校のひとつを訪問できるように手配して
くれました。小学校では小さな子どもたちが校庭に
出て，遊びに興じていました。およそ300人の子ど
もが夢中になって外で遊んでおり，ネコとネズミや
鬼ごっこは人気の遊びでした。子どもたちはとても
楽しそうでした。身なりは小ぎれいであり，下駄を
引きずるように動き回っていました。かけっこは楽
しそうであり，手をつないで何か短い歌を歌ってい
ました。また，いろいろな遊びがあり，実ににぎや
かでした。子どもたちは活発であり，粗暴なところ
はなく，私は彼らと出会って数分で，もう仲良くな
りました。私は菓子や果物の砂糖漬けをもってきて
いました。別れのとき，教師の指示で子どもたちが
みんな整列し，地面に頭がつくほどおじぎをし，私
に感謝の気持ちを示してくれたことは，いまも忘れ
がたい光景です。晩はイカダ氏が家に10人の男の
子と女の子をそれぞれ招いていました。身だしなみ
のよい子どもたちでした。私たちは幸せな時間をと
もに過ごしました。イカダ氏の家族や客人が20数
人おり，実に愉快な晩のひとときでした。印象に残
ることばかりでした。子どもたちはおもちゃ箱を
もってきて，私に見せてくれました。おもちゃはど
れも手作りでした。私が部屋にはいったとき，少女
らは部屋の一方に一列にならび，少年らはそれに対
面して一列にならんでおり，みんな一斉にひざまず
きました。私はイカダ氏の孫の案内で部屋の上座に
着き，椅子に腰かけました。椅子は部屋にある唯一
の調度品でした。床にはじゅうたんが敷かれ，靴傷
はありませんでした。床の上のいたるところで子ど
もたちは遊んでいました。こま回しやお手玉で遊ぶ
子，とくに相撲をしていたのは男の子でした。どの
子も乱暴はせず，仲良く陽気に遊んでいました。小
さい子がはしゃぎ，私の足や背中を登ろうとするの
で，床まで屈んであげました。私は子どもたちと大
いに遊び，楽しみました。子どもたちも喜んだよう
であり，遊びの時間が終わりになると，止めること
を嫌がりました。
　別の日には急流下りに出かけました。楽しい小旅
行でした。２～３時間，人力車に乗り，景色を楽し
みながら，川の流れを眺めつつ山道を進みました。
そして，底の平らなボートに乗り込み，約１時間半，
水しぶきのあがる急流を下りました。ボートは浅瀬
に迫り，危険な箇所ではたわみ，軋みました。実は
漕ぎ手を最初はあまり頼りにしていなかったのです
が，思わぬ見事な手さばきを見せられ，すっかり信
頼を寄せるにいたった心境と相俟って，興奮はます
ます高じました。急流下りはまるでつづら折りの山
岳鉄道を滑走するようであり，美しい景色は最高で
した。つぎつぎと変わる眺め，迫りくる激流，頑強
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た。すぐに私の部屋は，魅力的な品々でいっぱいに
なりました。私は気にいった一組の品物を買い求め
ました。それらは仕上げが見事で，もしあなたが気
にいらなくても，誰かのプレゼントにするのもよい
です。さわやかな早朝，私は神戸への帰路につきま
した。体調も気分もすこぶるよかったです。
オリエンタル・ホテルに戻り，つぎの計画に思い
をめぐらせているときでした。ある紳士が私に話し
かけてきました。彼は人を捜しており，もし私が最
近ここに到着した蒸気船の乗客であったなら，その
人について知っているのではないかと思ったようで
す。彼が探していた人は，J・B・ストーンといい，
つまり私でした。彼はジョージ・セイル氏（Mr.
George Sale）であり，ホルム氏（Mr. Holme）の
友人です。私はセイル氏と後日，東京で会うことに
していました。もちろん，私は喜びました。彼と息
子はここにしばらく滞在し，ずいぶん私を助けてく
れました。実に彼らは親切で，銀行業務のことでも
手助けしてくれました。彼らは私の神戸滞在におけ
るよき友人でした。ある日，私は神戸の日中貿易会
社の経営者に紹介状を送りました。会社を訪れると，
先に手紙を送って訪問の意図を知らせておいたおか
げで，あたたかく迎えいれてくれました。私たちは
合資会社に関する重要な商取引を行いました。私は
請われ，いくつかの化学工場を訪れました。蒸留器
製造に関する助言を求められたので，私は喜んで応
じました。工場視察のあと，私は大きな工業都市で
ある大阪を見学し，夜は伝統的な日本の夕食会に招
待されました。
神戸から私と一緒の紳士も招かれました。午後５
時半ころ，使いの者が来て，私たちは夕食会の場所
に案内されました。化学工場の経営者たちは裕福で
あり，すべてが豪華ですばらしかったです。私たち
はおそらくもっとも贅沢な夕食を馳走になり，その
ような饗宴がどのように執り行われるかを観察する
機会を得たのです。
私は夕食を最初から最後まで楽しみ，このような
機会に恵まれたことを，本当にありがたく思いまし
た。夕食会のあった建物は魅力的なこぢんまりした
茶屋であり，しばしば会食に使われるようです。玄
関のドアをノックしてはいると，上品な女性が何度
もおじぎし，迎えてくれました。私たちはブーツを
脱ぎ，ブーツは玄関に置いたままにしました。畳が
すべての廊下と部屋に敷かれ，そこを歩くのは靴下
で行進するようであり，新鮮な感覚でした。悪くあ
りません。
夕食会の部屋はすばらしかったです。大きすぎず，
花かごの形をした飾りが小綺麗で似合っていまし
た。部屋は障子で仕切られていました。しばらくし
てろうそくが届けられるまで，障子を通った日差し
がやわらかく部屋を照らしていました。床には上質
の座布団が置かれていました。部屋には主人たちが
すでに控えており，私たちを招きいれてくれました。
数人の美しく若い女性が給仕してくれました。そ
の動作は歩くというよりも，舞うようでした。彼女
たちが部屋に入ってきたとき，そのうちの１人が装
飾のきれいな盆か小卓のようなものを運び，客人た
ちの前にそれを置きました。すると，彼女たちはみ
んなとてもかわいらしいおじぎをし，膝をつきまし
た。部屋の各所にヤシ油のろうそくの立てられた燭
台が置かれ，その横には火のついた木炭がはいった
小さな箱がありました。
１品目はウミガメのスープであり，絶品でした。
私はやわらかな脂身の塊を箸でうまくつかみ，勇気
をもって口に運び，スープも啜りました。２品目は
魚の刺身であり，実に美味でしたが，私はあまり食
べられませんでした。切り身は箸でつかむには小さ
く，箸を器用に扱えないため，どうしても落として
しまうことがよくありました。つぎからつぎへと皿
が運ばれ，席に着いた私たちのまわりは皿でいっぱ
いになりました。少量の料理が約30種，それぞれ
小皿に盛られ，一人ひとりに給されます。皿が客人
のまわりを囲んでいくさまは，何というか，圧巻で
した。私は料理の多くに手をつけられませんでした。
私は皿を探り，１つに手を伸ばしました。私は菓子
かケーキを食べたかったのですが，薬味と野菜でし
た。以前に私は口いっぱいにワサビとカラシをほお
ばってしまい，みんなの笑いものになってしまった
ことがあります。みんなが私のすることをじっと見
ていました。
食事のなかば，３人の女性が現れ，三味線の伴奏
にあわせて舞を披露しました。舞は古風で趣があり
ましたが，その動作や音が伝えようとする物語の意
味を理解できないため，楽しめませんでした。つづ
いて何人かの歌い手があらわれ，日本風でさえずる
ように歌いましたが，やはりその音色を心地よくは
感じられず，魅力的には思えませんでした。あとで
知ったのですが，今晩の舞い手や歌い手の何人かは，
大阪ではよく知られた評判の芸者でした。しばらく
すると彼女らは蝶のように舞いはじめました。その
動作は優雅で上品でした。すましたようであり，し
かしその淑やかな動作は，まるで動く絵のようでし
た。親睦の一環として，主人は私に美しい小さな酒
盃を手渡しました。私はそれをどう扱ったらよいか
わからず，当惑しました。その盃を酒で満たし，飲
み干したら返盃することを教えられました。相手は
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な岩々は，見応えがありました。私はこのすばらし
く，新鮮な経験を忘れることはないでしょう。
　日本人はとても好奇心が強く，よく学ぼうとしま
す。言葉を何度も繰り返して唱え，覚えようとしま
す。彼らは否定するとき，申しわけなさそうに口ご
もります。「水は温まっていますか」と聞くので「は
い」と答えます。「それほど熱くはないですね」と
いうので「はい」と応じます。すると「もっと熱く
しましょうか，もっと湯を足しましょうか」といっ
て湯を加えてくれます。そうでなく，じゅうぶん熱
く，「いいえ」と答えれば「ああ，そうですか」と
そのままにし，湯が熱すぎれば水を加えてくれます。
このような具合に，彼らは聡明であり，あなたのい
うこともちゃんと理解するでしょう。「あなたは明
日いきます，違います（You go tomorrow, not）」
や「私はこの値段で売れます，違います（I can sell 
at that price, not）」は，彼らがよく使う言い回しで
す。
　中山道は，古都の京都と新都の東京を結ぶ山間の
道です。道は丘陵を通り，5,000フィートの高さの
山々のなかを進むこともあります。中山道は地元の
人々は使いますが，外国人にはあまり知られていな
い道です。美しい道であり，雄大な景観が広がり，
移り変わる景色も楽しいです。私がこの道を選んだ
のは，何か新奇さを感じたからです。私は道中，高
山性の花やコケを採取する機会にも恵まれました。
この旅に際し，私は一般の案内人ではなく，４人の
屈強な車夫を雇いました。２人は私を乗せた人力車
を引き，２人は荷物を運びました。私は蒸留酒も携
帯しました。山道の移動であり，食糧や宿泊の問題
はきわめて深刻でした。それはしばしば困難をきた
し，快適な旅であったとは決していえません。天候
には恵まれ，その12日間の旅は順調でした。とき
どき雨で足止めされることはありましたが，たいて
いは春の日差しがあたたかでした。距離は全体で
200マイル以上ありましたが，その半分は自分で歩
きました。急勾配で危険な道をゆく人力車は，大き
く振動します。そのなかで強いられる窮屈な姿勢は
耐えがたく，自分で歩いた方がましだったからです。
出発して何日目か，約25マイル進んだとき，車夫
の疲労がみえはじめました。この道はこれまで私が
旅したことのある道のなかでも，もっとも険しかっ
たです。車夫は時々，私を乗せた人力車を引けなく
なるばかりか，私は降りて人力車を押す手伝いもし
ました。しかし，この旅は私にとっては成果のある
ものでした。広い大地を眺め，地質現象，連峰，火
山，深い渓谷が眼前に広がり，多くの植物やはじめ
て見るコケも観察することができました。山腹には
ピンクや紫のツツジが見事に咲き，その群集は山を
染めあげているようでした。ときには道端でもよく
見かけたナシが赤く濃い色の花を咲かせ，山は深く
色づいていました。何種類かのサクラの花もまだ散
らず，行く先々の町や村で咲いていました。また，
フジの美しい青と白が家の軒先や山の茂みを飾って
いました。山の高いところでは，はじめて見る二種
のゲンチアナが咲き広がっていました。山々はスイ
スの景色を思い起こさせました。ツバキは木が冬に
咲き誇った花のしぼみを留めるだけでしたが，散り
終わったわけではありませんでした。寒村の住人で
さえも趣味がよく，手入れの届いた木々を育ててい
ます。どの木も見栄えがよく，見事な花や葉をつけ
ています。それを見る誰もが感嘆の念を覚えるはず
です。彼らの木々が旅人にむやみに傷つけられるこ
となく，つぎに訪れる者がまた見て楽しめることを
願うものです。サクラやモモが色鮮やかでなくとも，
モミジが美しく色づいています。豊かであたたかみ
のある赤や紫の葉をつけたモミジの木は，まるでひ
とつの大きな花のようです。どの村や集落でも大き
な木がつける葉の深緑が，その後景の一部をなして
います。主にスギ，イチイ，マツなどです。ここで
再び思い出される光景は，木が村や集落における聖
なる寺院の佇まいを引き立たせる存在となっている
ことです。それから，大きな枝をつける巨大な木の
さまです。木は生長途中の枝も，生長しすぎて倒れ
そうになったり，美しさを損なったりしている枝も，
いずれの枝も豊かに蓄えています。枝はしばしば路
地にかかり，通行人の迷惑を構わないばかりか，大
きな通りにもかかり，通行の邪魔となっていること
もあります。しかし，思うのは，木々はただ適切な
大きさや均整においてのみ，生長の善し悪しがある
のではなく，たわわに蓄えられた枝々がかたちづく
る新鮮な容姿があります。巨大に生長した木は，そ
の一本の枝が家の入り口や庭をすっぽり覆ってし
まっていることもあります。その光景は一度見てみ
ないと，信じてもらえないかもしれません。
　私が忘れられないのは，キイチゴの花が何マイル
にもわたって咲いている光景です。いくつかの集落
で見られました。よく見たのはオレンジ色の一重の
花のものです。その名前を特定できないのですが，
私たちの故郷では，二重の花のものがこの季節に日
当たりのよい壁をつたっています。キイチゴの白い
花の咲きぶりはきわだって美しく，その垂れた花と
葉が可憐でした。私は気にいったかわいらしい小枝
を拾ったりもしました。このように私は旅の日々を
過ごしているのですが，他にも興味深い経験はいく
つもありました。旅で経験したことのすべてを伝え
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るのは難しいのですが，詳しくは休みの日をつくっ
てゆっくり書かなければならないでしょう。人々と
つきあいはじめてわかったのは，彼らはとても質問
好きで詮索好きなことです。そのため，こちらが疲
れていたり，苛ついたりしているときには，迷惑に
感じるほどです。日本の主要道路は整備され，多く
の外国人が訪れ，その地域の人々の習慣や振る舞い
も，西洋風に変わりつつあります。しかし，そうで
ない地域では西洋化の波は押し寄せておらず，昔な
がらの素朴さが残っています。いたるところがまだ
そうです。しかし，こうした伝統的な地域も，近い
将来は西洋の影響を受けることになるのかもしれま
せん。そうはいっても，人々は概して穏和で親切で
あり，礼儀正しいです。彼らの習慣や様式も興味深
いです。とりわけ彼らの手先の器用さはすばらしく，
注目に値します。彼らがつくる手工芸品は，つねに
入念に仕上げられています。ある田舎の大工は高い
技術でもって飾り棚をつくりますが，それは芸術家
というにふさわしい腕前です。その仕上げの精巧さ
には感嘆します。あなたがそれを見ても，熟練工の
技を思うでしょう。彼が手がける作品は，桶でも箱
でも戸でも，見事な技巧が凝らされています。通り
に開け放たれた作業場で仕事をしている職人たちの
様子を覗き見たことがありますが，彼らは一様に仕
上げのよいものをつくりだします。
　機で布を織る女性，木の櫛をつくる男性，竹細工
をこしらえる男性の，誰もが見事な工芸品をつくり
だします。私たちイギリスの不器用な職人を指導し
てほしいほどです。地方の職人が非熟練であるのは，
工業や産業の中心地から遠いという立地的な不利ゆ
え，仕方ないと思っていましたが，そうではありま
せん。ここ日本では，大都市から離れ，交通の便の
悪い地方の村においても，洗練の技術をもつ金属細
工師や彫り師と出会うことは，よくあるのです。
　12日間の旅を通じ，私は日本人の外国人に対す
る態度や振る舞いに関する基本的な理解を得ること
ができました。彼らは大概，私に笑顔を向けており，
表情はゆるんでいます。振り返って彼らをまっすぐ
見ると，今度はくすくす笑いをしています。ある日，
昼食のため，人力車で茶屋に寄ったときです。見物
人が私たちのまわりに，あっという間に集まりまし
た。何か集合の合図が，集落全体に出されたかのよ
うに，みんなが集まってきます。少女たちが長い列
をつくり，私を見ています。彼女たちは赤ん坊を背
負い，着物のなかにいれています。その着物の襟か
頭巾のようなところから，赤ん坊が顔を出していま
す。いろいろな背丈や年齢の少年もいます。大人の
男も女も，あちらこちらの道隅から，こちらをうか
がっています。みんなそれぞれよく見える場所から，
こちらを眺めようと，押しあうようにしています。
私たちが茶屋にいるあいだ，彼らはずっとそうして
待っているのです。
　私は彼らの前で腰をおろし，昼食をとることもあ
りましたし，店のなかで食べることもありました。
私が店にはいると，彼らは私が今度，店の外に出て
くるまで，辛抱強く待っています。私が話したり，
喜んだりすることが，何でも彼らをおもしろがらせ
るようです。彼らは邪魔をしたり，無礼なことをし
たりはしません。彼らは私たちが去るとき，おじぎ
をして見送ってくれ，終始，好意的でした。旅では，
昼はよく食事を滝の近くや道筋で気にいったところ
を探し，食べるようにしました。他人の目を気にせ
ずに食事ができてよいのです。面倒なのは夜です。
疲労困憊で到着した私にとって，みんなの好奇心の
対象となる面倒は，一種の試練というべきほどでし
た。
　ある小さな町に日暮れ，到着したときでした。宿
屋の主人や呼び込みの男女が，私たちを自分の宿に
泊めさせようと，きそって声をかけてきますし，大
声で宣伝します。ある宿屋に泊まることに決めると，
女将が謝意を表して膝をつき，額が床につくほど頭
を下げます。私が宿屋の玄関先に腰をおろしている
と，たいていはすぐに群衆ができます。私が炭火鉢
にあたって暖をとったり，それでパイプに火をつけ
たりしていると，好奇の目はより注がれることとな
るのです。
　宿の男が荷物を奥の個室に運んでおいてくれまし
た。部屋からは木の植えられた小庭が見渡せます。
部屋にはコケで飾られた小ぶりの鉢植えがあり，寺
院の木や庭を模して象徴的に表したもののようです。
　通りでブーツを脱いでいると，私は奥の部屋に通
されました。部屋は清潔な敷物が設えられ，襖で閉
められています。部屋には椅子とテーブルが置かれ
ていました。別の宿屋では，椅子のかわりに三脚の
腰掛けが置いてあることもあるのですが，いずれに
してもそれらの調度品はぐらぐらして危険でした。
椅子やテーブルが用意されているのは，それが西洋
の様式における定番だと理解されているからです。
私は椅子に座り，荷物を見つめながら，晩をどう過
ごそうか，夕食は何だろうかと想像し，楽しみまし
た。しかし，それも束の間のことでした。私は襖の
隙間から差し挟まれる視線に気づきました。宿屋の
父，母，祖父，祖母，息子，娘，雇人たちが，その
狭い隙間からこちらを覗き見ており，いつまでも立
ち去らないのです。彼らの好奇心一杯の顔を見て思
うのは，もし私が何か話しかけたら喜ぶであろうし，
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な岩々は，見応えがありました。私はこのすばらし
く，新鮮な経験を忘れることはないでしょう。
日本人はとても好奇心が強く，よく学ぼうとしま
す。言葉を何度も繰り返して唱え，覚えようとしま
す。彼らは否定するとき，申しわけなさそうに口ご
もります。「水は温まっていますか」と聞くので「は
い」と答えます。「それほど熱くはないですね」と
いうので「はい」と応じます。すると「もっと熱く
しましょうか，もっと湯を足しましょうか」といっ
て湯を加えてくれます。そうでなく，じゅうぶん熱
く，「いいえ」と答えれば「ああ，そうですか」と
そのままにし，湯が熱すぎれば水を加えてくれます。
このような具合に，彼らは聡明であり，あなたのい
うこともちゃんと理解するでしょう。「あなたは明
日いきます，違います（You go tomorrow, not）」
や「私はこの値段で売れます，違います（I can sell
at that price, not）」は，彼らがよく使う言い回しで
す。
中山道は，古都の京都と新都の東京を結ぶ山間の
道です。道は丘陵を通り，5,000フィートの高さの
山々のなかを進むこともあります。中山道は地元の
人々は使いますが，外国人にはあまり知られていな
い道です。美しい道であり，雄大な景観が広がり，
移り変わる景色も楽しいです。私がこの道を選んだ
のは，何か新奇さを感じたからです。私は道中，高
山性の花やコケを採取する機会にも恵まれました。
この旅に際し，私は一般の案内人ではなく，４人の
屈強な車夫を雇いました。２人は私を乗せた人力車
を引き，２人は荷物を運びました。私は蒸留酒も携
帯しました。山道の移動であり，食糧や宿泊の問題
はきわめて深刻でした。それはしばしば困難をきた
し，快適な旅であったとは決していえません。天候
には恵まれ，その12日間の旅は順調でした。とき
どき雨で足止めされることはありましたが，たいて
いは春の日差しがあたたかでした。距離は全体で
200マイル以上ありましたが，その半分は自分で歩
きました。急勾配で危険な道をゆく人力車は，大き
く振動します。そのなかで強いられる窮屈な姿勢は
耐えがたく，自分で歩いた方がましだったからです。
出発して何日目か，約25マイル進んだとき，車夫
の疲労がみえはじめました。この道はこれまで私が
旅したことのある道のなかでも，もっとも険しかっ
たです。車夫は時々，私を乗せた人力車を引けなく
なるばかりか，私は降りて人力車を押す手伝いもし
ました。しかし，この旅は私にとっては成果のある
ものでした。広い大地を眺め，地質現象，連峰，火
山，深い渓谷が眼前に広がり，多くの植物やはじめ
て見るコケも観察することができました。山腹には
ピンクや紫のツツジが見事に咲き，その群集は山を
染めあげているようでした。ときには道端でもよく
見かけたナシが赤く濃い色の花を咲かせ，山は深く
色づいていました。何種類かのサクラの花もまだ散
らず，行く先々の町や村で咲いていました。また，
フジの美しい青と白が家の軒先や山の茂みを飾って
いました。山の高いところでは，はじめて見る二種
のゲンチアナが咲き広がっていました。山々はスイ
スの景色を思い起こさせました。ツバキは木が冬に
咲き誇った花のしぼみを留めるだけでしたが，散り
終わったわけではありませんでした。寒村の住人で
さえも趣味がよく，手入れの届いた木々を育ててい
ます。どの木も見栄えがよく，見事な花や葉をつけ
ています。それを見る誰もが感嘆の念を覚えるはず
です。彼らの木々が旅人にむやみに傷つけられるこ
となく，つぎに訪れる者がまた見て楽しめることを
願うものです。サクラやモモが色鮮やかでなくとも，
モミジが美しく色づいています。豊かであたたかみ
のある赤や紫の葉をつけたモミジの木は，まるでひ
とつの大きな花のようです。どの村や集落でも大き
な木がつける葉の深緑が，その後景の一部をなして
います。主にスギ，イチイ，マツなどです。ここで
再び思い出される光景は，木が村や集落における聖
なる寺院の佇まいを引き立たせる存在となっている
ことです。それから，大きな枝をつける巨大な木の
さまです。木は生長途中の枝も，生長しすぎて倒れ
そうになったり，美しさを損なったりしている枝も，
いずれの枝も豊かに蓄えています。枝はしばしば路
地にかかり，通行人の迷惑を構わないばかりか，大
きな通りにもかかり，通行の邪魔となっていること
もあります。しかし，思うのは，木々はただ適切な
大きさや均整においてのみ，生長の善し悪しがある
のではなく，たわわに蓄えられた枝々がかたちづく
る新鮮な容姿があります。巨大に生長した木は，そ
の一本の枝が家の入り口や庭をすっぽり覆ってし
まっていることもあります。その光景は一度見てみ
ないと，信じてもらえないかもしれません。
私が忘れられないのは，キイチゴの花が何マイル
にもわたって咲いている光景です。いくつかの集落
で見られました。よく見たのはオレンジ色の一重の
花のものです。その名前を特定できないのですが，
私たちの故郷では，二重の花のものがこの季節に日
当たりのよい壁をつたっています。キイチゴの白い
花の咲きぶりはきわだって美しく，その垂れた花と
葉が可憐でした。私は気にいったかわいらしい小枝
を拾ったりもしました。このように私は旅の日々を
過ごしているのですが，他にも興味深い経験はいく
つもありました。旅で経験したことのすべてを伝え
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もし黙っていてもじっと膝をついて待っているであ
ろうということです。
　スープが部屋に運ばれてきたとき，彼らは襖を越
えてなかにはいり，少し距離をおき，私の動作を観
察していました。食事が終わると，彼らは私に近寄
り，私の指輪や腕時計を眺め，頬ひげをさわりまし
た。頬ひげはいつも好奇の的となります。そして，
私の持ってきたスプーンやフォーク，ナイフを手に
とりました。どんなものでも彼らは珍しがりました。
就寝のときは，彼らは半ダースのキルトを重ねてこ
しらえたベッドに横になるようにと，しきりに私に
勧め，自由にしてくれません。私が彼ら詮索好きの
仲間たちから解放され，ベッドにはいることができ
たのは，もう夜も深まったころでした。私はまずま
ず安眠できました。ベッドではなく床のうえに寝る
ことや，キルト一枚を掛けふとんにしたり，キルト
をくるくる巻いて枕の代用としたりするなど，慣れ
ないこともありましたが，それほど睡眠の妨げには
なりませんでした。むしろ困ったのは，襖や屏風の
陰からこちらを覗き見る，例の何対もの目のほうで
した。また，眠って疲れをとりたい身としては，ネ
ズミがガタガタと音をたてるのも気になり，閉口し
ました。私の会った旅行者のなかには，部屋でネズ
ミを追い回したと話す者もいましたが，私の部屋で
はそれは大丈夫でした。ある日，私はネズミの群れ
を見つけましたが，人なつっこく，手で捕まえるこ
とができました。足を踏みならして驚かせなければ，
ネズミは逃げませんでした。朝起きると，やはり私
に構いたいばかりのみんなが揃っていました。私は
ブーツを履き，宿屋から踏みだし，ようやく自由の
身となりました。ブーツを手放し，部屋の外へも気
軽に出かけられないとなると，ある種の監禁のよう
な気分を，きっとあなたも感じると思います。
　とはいえ，人々の私への好奇心は，悪意があるも
のではありませんし，旅に支障をきたすものでもあ
りませんでした。内陸の旅でいよいよ難点となった
のは，外国人旅行者が普通に必要とするものが，快
適や贅沢を求めるわけでなくとも，地域によっては
入手が困難であったことです。幸い私は，缶詰ビス
ケットとココアを売る店を見つけましたし，パンと
バター，練乳，ジャムの蓄えもありました。しかし，
パンは一週間で尽き，痛い目にあいました。パンな
しで１週間を生活しなければならない不都合は，経
験してみないとわからないです。私たちはよく魚を
釣り，米はどこでも手にはいりましたが，想像して
みてください。テーブル・クロスもテーブルも椅子
も，ナイフもフォークもスプーンもない生活を，で
す。ポケットナイフとドラ（Dora）からもらった
スプーンとフォークは壊れてしまい，私はタンブ
ラーとカップを少しもっているだけです。カップは
持ち手が欠けたり，受け皿がなかったり，どれも不
揃いです。食料は肉や牛乳やパンなどの日常食が，
入手困難です。洗面台や電気器具も見かけません。
鏡はこの12日間，風呂場にある鏡以外は見ていま
せん。ある朝の洗面は，実におかしかったです。膝
をつき，底の浅い銅製のボウルに顔を近づけます。
石けんとタオルは自分の持っているものを使い，手
探りでひげを剃ります。それを小さな子どもたちが
見ている前で行いました。子どもたちはおもしろが
りました。
　旅の終盤の２～３日は楽しかったです。食料は蓄
えのほとんどが尽きかけていましたが，幸い歓待や
別れの慰労に与る機会を得て，ひもじい思いをせず
にすみました。ある集落を去るとき，その土地の名
望家や有力者が見送りにきてくれました。彼らは膝
をつき，地面にふれるくらい深々と頭を下げ，私に
厚意と謝意を示しました。宿泊費は不思議なくらい
少額であり，私たち一行が１泊して１円，すなわち
３シリング４ペンスほどもかかりませんでした。私
はどの土地でも人々と友人のように仲良くなり，嫌
な思いをすることは，ほとんどありませんでした。
そして，旅をともにした車夫たちは，すばらしい仲
間でした。彼らの行き届いた対応により，私はささ
やかながら快適を得ることができました。１通の手
紙には書ききれないことがまだ多いので，この手紙
はひとまず終え，近いうちにまた別の手紙を書こう
と思います。
③磐梯山，1891（明治24）年５月17日付
　私はあなたが送ってくれた手紙やはがき，新聞の
はいった小包を横浜で受けとりました。とてもうれ
しいです。エセル（Ethel）の体調不良が長引いて
いることを心配していましたが，彼女から快復した
との報せを受け，安心しています。家族のみんなが
元気であることが，何にもまさる喜びです。私は体
調はいいですし，前回の手紙以降，興味深い見聞も
たくさんあります。
　東京に着き，私はイギリス公使に手紙を書いたと
ころ，面会がかない，手厚くもてなしてくれました。
フレイザー夫妻（Mr. and Mrs. Fraser）はその日，
私を夕食に招いてくれました。夫妻は友人や知人に
も声をかけ，夕食に誘い，彼らを私に引きあわせて
くれました。饗宴は楽しく，故郷にいるような心地
がしました。クリスマスの祝宴に戻ったようでした。
　フレイザー夫人が女主人となり，夕食には12 ～
13人が招かれました。食事後，子どもたちもパー
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ティーに加わり，にぎやかな晩となりました。子ど
もたちは広い邸宅を狭しと，隠れんぼうをして遊び，
どんな室内遊びもしてはしゃぎました。今晩の歓待
ほど，なごやかで心のこもったもてなしは，これま
で知りません。邸宅は東京の中心部に位置し，大き
く美しい庭に囲まれています。さまざまの種類の低
木が植えられ，春の開花の時期，その色づきは見事
であり，目を楽しませてくれます。私は知りあいた
いと思っていた人物たちと会うことができました。
客人として招かれていたミルン教授（Professor 
Milne）はそのひとりであり，地震学の権威です。
私は彼と翌日に会うことを約束し，帝国大学を訪れ，
とても貴重な時間を過ごしました。私は４度，帝国
大学を訪れ，かねてより関心をもっていた研究を手
がける４人の教授と面談しました。ミルン教授が考
案した震動記録装置は，きわめて精密な計器であり，
興味深かったです。スモークガラスの円盤に針が取
りつけられており，ひとつの針は震動のあった方向
を指し，別の針は縦に動いて記録するのですが，震
動の強度，時間，その他の諸項目を計測します。井
戸の奥深くに設置された装置もありました。地下の
変動を計測するためです。記録時，写真撮影も行わ
れ，さらにすべての震動の詳細は，ワイヤー仕掛け
の機器で印刷される仕組みになっています。１年に
300回から400回の震動があったことを知りました。
計器類は電気ですべて連結されており，最小震動に
対応する性能を有するとともに，リセット機能によ
り，つぎの震動の計測に自動的に備えることができ
るようになっています。
　私は気づかなかったのですが，ここにいるあいだ
に２度，震動があったようであり，人々が話してい
ました。ここ日本の北部で起きた特筆すべき出来事
は，２年前の磐梯山の大噴火です。私は以前からこ
の噴火に強い関心をもっており，磐梯山を訪れたい
と考えていました。ミルン教授らから噴火の詳細を
聞き，私はこの地へ行くことを決心しました。事実，
この手紙は磐梯山の麓で書いており，この火山のこ
とを以下で述べようと思います。
　まずは，これまでの経緯を説明しましょう。ミル
ン教授と別れ，私は帝国大学の別の教授を訪ねまし
た。バルトン教授（Professor Burton）です。私は
すでにこの大学において，ある程度の人間関係がで
きていたので，面会のためにあらかじめ手紙を送っ
ておく必要はとくにありませんでしたが，念のため，
手紙を出しておきました。バルトン教授はミルン教
授らとともに磐梯山に赴いた大学調査隊のひとりで
あり，一連の噴火活動の写真撮影も担当しました。
バルトン教授は写真家としても著名です。その写真
は興味深い実態を記録しているだけでなく，写真そ
のものとしても見事でした。彼は私に写真の焼き増
しをくれるか，家に送ってくれることを約束してく
れました。
　つぎに私は帝国大学の博物学教室を訪ね，地質学
や植物学を専門とする教授らと会いました。満足の
ゆく訪問となり，学ぶことが多かったです。日本の
動物や植物の生態をよく理解することができまし
た。珍しい昆虫，すばらしい魚，見応えのある植物
など，故郷の友人が見たら興味をもちそうな標本が
数多くあり，私は観察を楽しみました。珍しい生物
の標本がいくつもありましたが，とりわけ新奇で
あったのは，巨大なカニでした。広げたハサミは端
から端まで，12フィートもありました。これらは
貴重なものですが，最近捕獲されたばかりで乾燥中
のため，臭いは好ましいものではありませんでした。
私はここで多くの標本を見ることができました。そ
のため，浚渫作業の手間が省けましたし，自分の力
ではとうてい採集できない美しいものを見ることも
かないました。数種の希少なチョウはその一例です。
このあと，私は世間がいかに狭いものかと思わされ
る特別の経験をしました。ある晩，私は横浜郊外の
のどかな場所を散歩していました。古い土手を歩き，
コケを観察していると，近づいてきて私に声をかけ
る紳士がありました。彼は私に博物学に興味がある
のかと尋ねました。これをきっかけに私たちはいろ
いろ話しはじめ，気づくと数マイルも彼と一緒に歩
いていました。彼が私に名前を告げました。彼こそ
は，帝国大学で教えてもらった昆虫学の権威であり，
昆虫標本の最大の収集家でした。彼はアメリカ公使
であり，牧師であるルーミス氏（Rev. Hy. Loomis）
です。私は彼のコレクションを見せてもらうため，
彼の家まで散歩を延長しました。さらに磐梯山の話
となり，彼は私に磐梯山の案内人を捜してくれるこ
ととなりました。
　同じ晩，ひとりの若い学生と会うこととなりまし
た。彼はトミー（Tommy）といい，響きのよい名
前です。私は試験的に彼と江の島に２日間の旅行に
出かけることとしました。翌朝，ルーミス氏が私の
泊まるホテルに現れ，磐梯山へは彼自身が同伴する
と述べました。もちろん私はその申し出を受けいれ，
いま，こうしてルーミス氏は私と一緒に旅している
わけです。トミーは江の島でよく働いてくれました。
また会いたいと思う青年です。江の島はすばらしい
景地であり，ホルム氏から行ってみることを勧めら
れていました。期待を裏切らない景地でした。海と
島々からなる自然の造形が果てなく広がり，その景
観は美しかったです。
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もし黙っていてもじっと膝をついて待っているであ
ろうということです。
スープが部屋に運ばれてきたとき，彼らは襖を越
えてなかにはいり，少し距離をおき，私の動作を観
察していました。食事が終わると，彼らは私に近寄
り，私の指輪や腕時計を眺め，頬ひげをさわりまし
た。頬ひげはいつも好奇の的となります。そして，
私の持ってきたスプーンやフォーク，ナイフを手に
とりました。どんなものでも彼らは珍しがりました。
就寝のときは，彼らは半ダースのキルトを重ねてこ
しらえたベッドに横になるようにと，しきりに私に
勧め，自由にしてくれません。私が彼ら詮索好きの
仲間たちから解放され，ベッドにはいることができ
たのは，もう夜も深まったころでした。私はまずま
ず安眠できました。ベッドではなく床のうえに寝る
ことや，キルト一枚を掛けふとんにしたり，キルト
をくるくる巻いて枕の代用としたりするなど，慣れ
ないこともありましたが，それほど睡眠の妨げには
なりませんでした。むしろ困ったのは，襖や屏風の
陰からこちらを覗き見る，例の何対もの目のほうで
した。また，眠って疲れをとりたい身としては，ネ
ズミがガタガタと音をたてるのも気になり，閉口し
ました。私の会った旅行者のなかには，部屋でネズ
ミを追い回したと話す者もいましたが，私の部屋で
はそれは大丈夫でした。ある日，私はネズミの群れ
を見つけましたが，人なつっこく，手で捕まえるこ
とができました。足を踏みならして驚かせなければ，
ネズミは逃げませんでした。朝起きると，やはり私
に構いたいばかりのみんなが揃っていました。私は
ブーツを履き，宿屋から踏みだし，ようやく自由の
身となりました。ブーツを手放し，部屋の外へも気
軽に出かけられないとなると，ある種の監禁のよう
な気分を，きっとあなたも感じると思います。
とはいえ，人々の私への好奇心は，悪意があるも
のではありませんし，旅に支障をきたすものでもあ
りませんでした。内陸の旅でいよいよ難点となった
のは，外国人旅行者が普通に必要とするものが，快
適や贅沢を求めるわけでなくとも，地域によっては
入手が困難であったことです。幸い私は，缶詰ビス
ケットとココアを売る店を見つけましたし，パンと
バター，練乳，ジャムの蓄えもありました。しかし，
パンは一週間で尽き，痛い目にあいました。パンな
しで１週間を生活しなければならない不都合は，経
験してみないとわからないです。私たちはよく魚を
釣り，米はどこでも手にはいりましたが，想像して
みてください。テーブル・クロスもテーブルも椅子
も，ナイフもフォークもスプーンもない生活を，で
す。ポケットナイフとドラ（Dora）からもらった
スプーンとフォークは壊れてしまい，私はタンブ
ラーとカップを少しもっているだけです。カップは
持ち手が欠けたり，受け皿がなかったり，どれも不
揃いです。食料は肉や牛乳やパンなどの日常食が，
入手困難です。洗面台や電気器具も見かけません。
鏡はこの12日間，風呂場にある鏡以外は見ていま
せん。ある朝の洗面は，実におかしかったです。膝
をつき，底の浅い銅製のボウルに顔を近づけます。
石けんとタオルは自分の持っているものを使い，手
探りでひげを剃ります。それを小さな子どもたちが
見ている前で行いました。子どもたちはおもしろが
りました。
旅の終盤の２～３日は楽しかったです。食料は蓄
えのほとんどが尽きかけていましたが，幸い歓待や
別れの慰労に与る機会を得て，ひもじい思いをせず
にすみました。ある集落を去るとき，その土地の名
望家や有力者が見送りにきてくれました。彼らは膝
をつき，地面にふれるくらい深々と頭を下げ，私に
厚意と謝意を示しました。宿泊費は不思議なくらい
少額であり，私たち一行が１泊して１円，すなわち
３シリング４ペンスほどもかかりませんでした。私
はどの土地でも人々と友人のように仲良くなり，嫌
な思いをすることは，ほとんどありませんでした。
そして，旅をともにした車夫たちは，すばらしい仲
間でした。彼らの行き届いた対応により，私はささ
やかながら快適を得ることができました。１通の手
紙には書ききれないことがまだ多いので，この手紙
はひとまず終え，近いうちにまた別の手紙を書こう
と思います。
③磐梯山，1891（明治24）年５月17日付
私はあなたが送ってくれた手紙やはがき，新聞の
はいった小包を横浜で受けとりました。とてもうれ
しいです。エセル（Ethel）の体調不良が長引いて
いることを心配していましたが，彼女から快復した
との報せを受け，安心しています。家族のみんなが
元気であることが，何にもまさる喜びです。私は体
調はいいですし，前回の手紙以降，興味深い見聞も
たくさんあります。
東京に着き，私はイギリス公使に手紙を書いたと
ころ，面会がかない，手厚くもてなしてくれました。
フレイザー夫妻（Mr. and Mrs. Fraser）はその日，
私を夕食に招いてくれました。夫妻は友人や知人に
も声をかけ，夕食に誘い，彼らを私に引きあわせて
くれました。饗宴は楽しく，故郷にいるような心地
がしました。クリスマスの祝宴に戻ったようでした。
フレイザー夫人が女主人となり，夕食には12 ～
13人が招かれました。食事後，子どもたちもパー
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　翌日，私はルーミス氏を誘い，セイル夫人と家族
と昼食をともにしました。セイル夫妻はホルム氏の
友人です。夫のセイル氏は急に本国に呼び戻された
とのことであり，不在でした。私は子どもたちと楽
しい午後を過ごしました。子どもたちがルーミス氏
に懐き，とても親密であることに，私は気づきまし
た。みんなユニオン教会に属しており，両家は聖歌
隊活動や他の教会活動に従事していました。彼らと
のつきあいは，伝道活動を知るよい機会となりまし
た。彼らから私が学んだのは，健全であれ，という
ことです。彼らが東洋の地できわめて価値のある仕
事に従事していることを，強く印象に刻みました。
私はしばしば午後，彼らの家族と過ごしました。彼
らはとても感じがよく，静謐で家庭的なあり方を尊
びます。
　私たちは磐梯山へ赴くための準備にとりかかりま
した。中山道の旅と同様，食料や雨具，その他にも
さまざまのものが必要でした。
　横浜から磐梯山の最寄りの駅までの鉄道旅行は長
く，朝の10時に出発し，着いたのは夜の7時でした。
道中は平凡な田園風景がつづき，やや飽きました。
遠く北日本の小さな駅に降りたった私たちは，以前
の生活に逆戻りしました。すなわち，村人の好奇の
目が注がれるなかでの生活がはじまりました。横浜
や東京での気兼ねない食事や麗しき午後の日々な
ど，すべての快適は過去のものとなったのです。翌
日，磐梯山に向け，人力車で25マイルを移動しま
した。幻想的で美しい風景の広がる村々を駆け，つ
いに山麓の小さな村に到着しました。日本滞在にお
いて２度，私は天気に恵まれることを心から願った
日があります。１日は浅間山登頂の日です。浅間山
は中山道付近の活火山です。もう１日は磐梯山の噴
火口視察の日です。残念ながら，２日とも悪天候に
たたられ，疲弊は大きかったです。しかし，喜びと
ともに追想される挑戦となりました。
　先の手紙では，浅間山登頂のことを記さないまま，
中山道の旅の話を終えてしまいました。東京訪問の
ことも書いていません。私はこの火山に登るため，
４人の屈強な男を雇いました。よく山を知りたく，
２人は案内人です。登頂自体は危険をともなうもの
ではないですが，きわめて困難なものとなりました。
　登頂の日，よく晴れた澄んだ朝でした。浅間山は
立派な姿を現し，指輪のような雲が山頂にかかって
いました。私たちは雲を越え，日差しの注ぐ噴火口
まで登るつもりでした。男たちは骨の折れる仕事な
がら，よく働いてくれました。斜面は急であり，火
山灰が積もり，荒れていました。溶岩や火山岩滓が
堆積し，不規則に積み重なり，私たちはそれらを乗
り越えていかなければなりませんでした。最初の
5,000フィートまではとくに困難も疲労もなく進み
ました。しかし，ここから雲が出て，雨が降りはじ
めました。私たちは雨具をつけていましたが，すぐ
に濡れてしまいました。6,000フィートのところで，
私たちは暴風雨に身をさらしながら昼食をとりまし
た。登頂はいよいよ困難となり，一歩一歩慎重に歩
くものの，険しい斜面をあがるのは重労働でした。
寒さも一段と増し，男たちはこの厳しい天候に耐え
る服装をしていませんでした。つぎの1,000フィー
トは登るのに２時間を要しました。7,000フィート
まで来て，まだ登頂をめざすかどうか，私は考える
ようになりました。私は体調は悪くなかったです。
寒くなかったし，意欲も衰えていませんでした。し
かし，疲れは感じていました。今回の登山は案内人
を含めた男たちの状況も考慮にいれなければなりま
せんでした。私たちはもう500フィート登り，あと
700フィートで山頂に着くという地点で，しかし男
たちはまったく動けなくなってしまいました。私は
彼らにブランデーを飲ませ，ショールを貸しました
が，彼らは寒さのため，話すことはできず，歯をカ
タカタ鳴らすだけでした。もはや私の荷物を運びあ
げる余力はありませんでした。風雨はますます激し
くなり，私たちはずぶ濡れになりました。私たちは
引き返し，ついに浅間山の噴火口をみることはかな
いませんでした。私の落胆はいうまでもありません
が，仕方ないことでした。私は意識の薄れた男たち
を腕に抱え，これ以上の危険をおかすことはできま
せんでした。私たちは救助を求めてすみやかに山を
下りました。男たちの体調はすぐに回復し，3,000
フィート付近まで戻り，洞窟に着くと，火をおこし，
暖をとりました。洞窟は幻想的であり，絵のように
美しく，そのそばには黄色か黄土色の水の流れる滝
があり，あたりは硫黄の臭いが残りました。この休
憩で出発の体力が戻り，夕暮れには宿に帰りました。
温かい風呂と乾いた服がありがたかったです。この
旅で誰が悪いということはありませんでした。あと
で知りましたが，私たちの登頂時，風向きが変わり，
雲がこの地帯全域を広く覆い，雨を降らせたようで
す。今回の登頂で私たちが目にしたものはすばらし
かったです。前日まで眺めていた山頂から噴きあが
る蒸気や煙を間近でみることはかないませんでした
が，他の山ではみられない活火山の様子を，この目
で確かめることができました。
　東京への旅は，列車と人力車を使いました。人力
車で走った10マイルはジグザグ道がつづき，険し
い峡谷を眼下にしました。これまでの人生で見たな
かでも，強く印象に残る美しい景色でした。
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　最後にあなたがおもしろがってくれそうなことを
１～２つ，簡単に記そうと思います。江の島へ行く
途中，私は鎌倉で泊まりました。鎌倉は仏像でよく
知られる村です。仏像を詣りに，多くの巡礼者や旅
行者がやってきます。鎌倉自体は海沿いの小さな村
であり，夏に横浜からやってくる人々でにぎわいま
す。宿泊したホテルはこの時期は客が少なく，静か
でした。ここで私はまた驚くこととなりました。そ
の少ない客のなかにセイジ夫妻（Mr. and Mrs. 
Sage）がいたのです。私はうれしく，夕食をとも
にし，写真談議にふけりました。聞くところ，私は
彼らと同じルートでここまで旅をつづけてきていま
した。私はペナンで船を降り，彼らはそこから船に
乗ったのですが，彼らが使った船室は私がそれまで
使っていた船室であったらしいのです。私が名前い
りのポケットハンカチーフを忘れてきた，あの船室
です。それは数週間前のことですが，彼らは気遣っ
て私をさがしてくれていたのだといいいます。
　もうひとつのおもしろいことは，あなたが送って
くれたみんなの近況を知らせる便りが配達されたと
きのことです。その便りには，オスカー（Oscar）
のフットボールの活躍が新聞記事から引用されてい
ました。私はこれを公使館での晩餐会のときに受け
とりました。喜ばしい晩をいっそう喜ばしくしてく
れたことを，あなたに伝えておきたいと思います。
④日光，1891（明治24）年５月20日付
　私は磐梯山という活火山がある地方への興味深い
旅について，特別な手紙を書こうとしていましたが，
いまは書くのを止めようと決めたところです。話し
たいことはたくさんあり，見たものは忘れがたいの
ですが，しかしそれゆえ，旅の途中で慌ただしく書
く手紙では，とてもじゅうぶんに伝えられそうにな
いからです。驚嘆すべき噴火の被害は，伝える言葉
がみつかりません。その破壊のさまは，思い出すと，
頭から離れません。
　磐梯山は日本列島の東北地方を走る火山脈に位置
します。たしかに，磐梯山は浅間山やその他の火山
と列し，山脈が日本列島の中央を背骨のように貫い
ています。この火山脈のさまざまの地点で激しい噴
火が繰り返し起きており，ほとんどいつもどこかで
火山が活動している状態です。静かなときでも水蒸
気を噴出しており，地震もしばしば起き，人々を不
安にします。最近までは２つの主峰があり，大磐梯
と小磐梯と呼ばれていました。３年前，1888年７
月15日のことです。小磐梯はすざましい力で地層
が持ちあげられ，大爆発を起こしました。爆発で水
分をともなう溶岩が噴出したようであり，水蒸気と
爆風が生じました。大量の岩屑が放出され，その岩
屑のなだれは50マイル四方におよび，甚大な被害
をもたらしました。その範囲のすべては埋没し，あ
とに巨大な荒れ地を残しました。私たちが旅したと
ころです。
　猪苗代はこの大爆発にゆかりのある町であり，裏
磐梯の麓に位置します。大爆発のあと，その崩壊か
ら免れた多くの人々がここに集まりました。また，
大爆発の被害を見るために集まった外来者もいまし
たし，ここは死傷者が運び込まれる避難所でもあり
ました。ルーミス氏と私は，ここ猪苗代に滞在しま
した。前の手紙は猪苗代から出しました。磐梯山は
日本の活火山を代表する山であり，大きな震動の記
録が古くから残されています。そして，現在も温泉
が湧き，硫黄の蒸気が出るのは，火山活動がつづい
ている証拠です。前の噴火での火山岩滓や溶岩流と
いう物理的証拠が色濃く残るこの地帯で，農民は働
くことが求められ，農業は山頂近くでも行われてい
ます。
　多くの村落が成長しつつあります。温泉のまわり
に小さな集落が形成され，来訪者はかなりの人数に
のぼっています。被災者が傷を癒やしに来るよりも，
来訪者のほうが多くなっています。
　私たちは紹介状を携え，この地域で唯一の医師に
会いに行きました。彼と大爆発について話している
と，数時間が経っていました。この医師は彼自身，
爆発の様子を庭から目撃した者であると同時に，自
分の診療所で負傷者の手当を担当した者でした。彼
の話によると，1888年7月15日の朝8時，巨大な大
砲のような音につづき，多くの叫び声が聞こえまし
た。強調すべきは，その前の30分のうちに強い地
震が何度か起こっていたことであり，人々は来る最
大の揺れに備え，安全な場所を探していました。重
要なのは，この災害で人々の生死をわけたのは，こ
の予備警告たる前兆の30分のうちに，迅速に行動
できたかどうかだったことです。爆発後すぐに，一
帯全域は真夜中のように暗くなり，巨大な雲から粉
塵が降りました。30分後，村々は噴出物と泥流で
完全に破滅し，廃墟と化しました。山は標高6,035
フィートあり，山頂は上空へ膨らんだような形状を
していました。山の上部2,200フィートが吹き飛び，
南北に15マイルにおよぶ断絶を生みました。関谷
清景教授は2,982,000,000タンの噴出物があり，水蒸
気は高さ4,200フィートまで上がったと推計してい
ます。
　ウェールズのスノードン山が１度の爆発で吹き飛
び，数分のうちに，バーミンガム全域とその周辺を
壊滅させてしまうさまを想像してみてください。幸
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翌日，私はルーミス氏を誘い，セイル夫人と家族
と昼食をともにしました。セイル夫妻はホルム氏の
友人です。夫のセイル氏は急に本国に呼び戻された
とのことであり，不在でした。私は子どもたちと楽
しい午後を過ごしました。子どもたちがルーミス氏
に懐き，とても親密であることに，私は気づきまし
た。みんなユニオン教会に属しており，両家は聖歌
隊活動や他の教会活動に従事していました。彼らと
のつきあいは，伝道活動を知るよい機会となりまし
た。彼らから私が学んだのは，健全であれ，という
ことです。彼らが東洋の地できわめて価値のある仕
事に従事していることを，強く印象に刻みました。
私はしばしば午後，彼らの家族と過ごしました。彼
らはとても感じがよく，静謐で家庭的なあり方を尊
びます。
私たちは磐梯山へ赴くための準備にとりかかりま
した。中山道の旅と同様，食料や雨具，その他にも
さまざまのものが必要でした。
横浜から磐梯山の最寄りの駅までの鉄道旅行は長
く，朝の10時に出発し，着いたのは夜の7時でした。
道中は平凡な田園風景がつづき，やや飽きました。
遠く北日本の小さな駅に降りたった私たちは，以前
の生活に逆戻りしました。すなわち，村人の好奇の
目が注がれるなかでの生活がはじまりました。横浜
や東京での気兼ねない食事や麗しき午後の日々な
ど，すべての快適は過去のものとなったのです。翌
日，磐梯山に向け，人力車で25マイルを移動しま
した。幻想的で美しい風景の広がる村々を駆け，つ
いに山麓の小さな村に到着しました。日本滞在にお
いて２度，私は天気に恵まれることを心から願った
日があります。１日は浅間山登頂の日です。浅間山
は中山道付近の活火山です。もう１日は磐梯山の噴
火口視察の日です。残念ながら，２日とも悪天候に
たたられ，疲弊は大きかったです。しかし，喜びと
ともに追想される挑戦となりました。
先の手紙では，浅間山登頂のことを記さないまま，
中山道の旅の話を終えてしまいました。東京訪問の
ことも書いていません。私はこの火山に登るため，
４人の屈強な男を雇いました。よく山を知りたく，
２人は案内人です。登頂自体は危険をともなうもの
ではないですが，きわめて困難なものとなりました。
登頂の日，よく晴れた澄んだ朝でした。浅間山は
立派な姿を現し，指輪のような雲が山頂にかかって
いました。私たちは雲を越え，日差しの注ぐ噴火口
まで登るつもりでした。男たちは骨の折れる仕事な
がら，よく働いてくれました。斜面は急であり，火
山灰が積もり，荒れていました。溶岩や火山岩滓が
堆積し，不規則に積み重なり，私たちはそれらを乗
り越えていかなければなりませんでした。最初の
5,000フィートまではとくに困難も疲労もなく進み
ました。しかし，ここから雲が出て，雨が降りはじ
めました。私たちは雨具をつけていましたが，すぐ
に濡れてしまいました。6,000フィートのところで，
私たちは暴風雨に身をさらしながら昼食をとりまし
た。登頂はいよいよ困難となり，一歩一歩慎重に歩
くものの，険しい斜面をあがるのは重労働でした。
寒さも一段と増し，男たちはこの厳しい天候に耐え
る服装をしていませんでした。つぎの1,000フィー
トは登るのに２時間を要しました。7,000フィート
まで来て，まだ登頂をめざすかどうか，私は考える
ようになりました。私は体調は悪くなかったです。
寒くなかったし，意欲も衰えていませんでした。し
かし，疲れは感じていました。今回の登山は案内人
を含めた男たちの状況も考慮にいれなければなりま
せんでした。私たちはもう500フィート登り，あと
700フィートで山頂に着くという地点で，しかし男
たちはまったく動けなくなってしまいました。私は
彼らにブランデーを飲ませ，ショールを貸しました
が，彼らは寒さのため，話すことはできず，歯をカ
タカタ鳴らすだけでした。もはや私の荷物を運びあ
げる余力はありませんでした。風雨はますます激し
くなり，私たちはずぶ濡れになりました。私たちは
引き返し，ついに浅間山の噴火口をみることはかな
いませんでした。私の落胆はいうまでもありません
が，仕方ないことでした。私は意識の薄れた男たち
を腕に抱え，これ以上の危険をおかすことはできま
せんでした。私たちは救助を求めてすみやかに山を
下りました。男たちの体調はすぐに回復し，3,000
フィート付近まで戻り，洞窟に着くと，火をおこし，
暖をとりました。洞窟は幻想的であり，絵のように
美しく，そのそばには黄色か黄土色の水の流れる滝
があり，あたりは硫黄の臭いが残りました。この休
憩で出発の体力が戻り，夕暮れには宿に帰りました。
温かい風呂と乾いた服がありがたかったです。この
旅で誰が悪いということはありませんでした。あと
で知りましたが，私たちの登頂時，風向きが変わり，
雲がこの地帯全域を広く覆い，雨を降らせたようで
す。今回の登頂で私たちが目にしたものはすばらし
かったです。前日まで眺めていた山頂から噴きあが
る蒸気や煙を間近でみることはかないませんでした
が，他の山ではみられない活火山の様子を，この目
で確かめることができました。
東京への旅は，列車と人力車を使いました。人力
車で走った10マイルはジグザグ道がつづき，険し
い峡谷を眼下にしました。これまでの人生で見たな
かでも，強く印象に残る美しい景色でした。
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いというべきは，この地域は人口が少なく，災害の
範囲にいた人々が限られたことです。しかし，農地
で作業する人，村の住人，温泉を訪れていた人たち，
595人があっという間に巻き込まれ，行方不明とな
りました。甚大な土地と財産が失われました。
　私たちは朝早く起き，火山の視察に赴きました。
爆発の跡地は20マイルにわたって広がり，地面は
著しく荒れ，起伏があって，でこぼこです。雨が降っ
ており，私たちは出発を躊躇しましたが，やがて太
陽が出て，陽が差し，雲も消えたので，出発を決め
ました。３時間の待機でした。10時には人力車に
乗り，案内人は２人，車夫はルーミス氏と私にそれ
ぞれ３人がつき，山に臨みました。地面はくぼみが
きつく，最初の５マイルは暴力的といってよい荒野
を進みました。私たちは山の裏側に進路をとり，計
画どおり，爆発跡が残る荒れ地にはいることをめざ
しました。
　旅の最初の段階では，高温でしたが，乾燥が保た
れるのは好条件であり，防水服もとくに不快ではあ
りませんでした。この日の探索はとても順調でした。
道から山と周辺が広く見渡せ，景色はよく，荒野に
咲く花は可憐で，低木も興味深かったです。アザレ
アが大きく育ち，印象的でした。多くの亜高山性植
物も育ち，採取の価値があります。
　私たちは大磐梯の山腹で迂回する必要があり，迂
回路を行くのに多くの時間がかかりました。２時ご
ろ，私たちは標高約4,000フィートの地点に到着し
ました。ここには小さな小屋と純水の温泉があり，
私たちは向かいました。モクレンの木がまわりを囲
み，甘い香りがする白い花が咲いていました。かわ
いらしい場所でした。雲が出てきたので，急ぎ私た
ちは低木の茂みを抜け，山頂をめざしました。
　私たちは火山活動の徴候が認められる最初の現場
に近づきつつありました。硫黄の臭いが立ちこめる
小川に沿い，私たちが進む道はつづいていました。
時々，吐き気をもよおし，いまでも思い出すと，息
が詰まりそうです。かつてこの小川の周囲は，竹や
植物が豊かに育っていました。しかし，毒性のガス
で枯れ，萎れてしまいました。生気を失った枝をつ
ける大きな木や枯れた植生が小川の両岸に広がる光
景は，ここに壊滅的な被害をもたらしたことを物
語っています。もう少し登ると，硫黄が堆積してで
きた土手がつづき，沼地の泡沸泉から蒸気があがっ
ていました。
　この小川を離れ，私たちは尾根に向かいました。
尾根というよりも，爆発でできた巨大な断崖の境で
す。周囲には大爆発の痕跡が大量に残されています。
すべては爆発のなかで破壊の目にあったのです。太
さが10 ～ 12フィートある巨木群は爆風で激しく揺
さぶられ，何本かはもっとも太い部分から折れ，粉々
になっています。どの木も枝は丸裸であり，樹皮は
叩きはがされています。この惨状は爆発時の爆風で
もたらされたものであり，その脅威がよく理解され
ます。
　この森の砂漠を過ぎると，この日に予定していた
ルートでもっとも高い地点に着くのは，すぐでした。
向こうに大きな破壊の跡が見えました。山腹に裂け
目ができています。そこに着く前に私たちは小さな
谷を越えました。この谷には破壊の波が押し寄せて
いないようであり，爆発前と同じ容体と環境を維持
していました。ここに小屋が建てられており，風呂
が備えられていました。風呂は周囲の水蒸気噴流で
沸かした湯が使われていました。このまわりはあち
らこちらで水蒸気がシューシューと音を立て，吹き
出しており，蒸気機関車のようです。雨が激しく降
りはじめ，私たちはここでしばらく休憩しました。
それでも濡れてしまい，防水服を所持していますが，
いよいよ旅の困難に直面するのを感じました。
　すぐに私たちは大災害の全容を目の前にしまし
た。目に映る破壊の光景は，とても言葉にできませ
ん。おびただしい量の岩石の砕片が堆積し，谷も溝
も，どれもが災害の残骸であり，破壊の証拠です。
大量の火成岩のかたまりが散乱しており，花崗岩や
安山岩などでした。溶岩ではありません。ここで見
る光景は壮大なものでしたが，破壊の中心地，すな
わち活動中の噴火口は，まだ何マイルも先にありま
す。繰り返し私たちは，深い渓谷を越え，岩場の谷
を過ぎ，崩れやすい斜面を登らなければなりません
でした。
　ついに私たちは噴火口の縁に立ち，その印象的な
光景を視野に収めました。天気がよいうちに探索す
る必要があります。嵐が発達し，ハリケーンになり
そうであり，また地表がゆるみ，斜面の岩が転落す
る危険がありました。
　この噴火口の光景は，誰も決して忘れないでしょ
う。私たちはすり鉢状になった噴火口の底のほうへ，
大丈夫そうなところを1,000フィートほど，降りま
した。滑りやすい泥の急斜面を下りると，私たちの
下に噴火口の底があり，浮石で覆われていました。
そして，そこから口を開けた谷がみえ，縁から縁ま
で１マイル強の大きさでした。谷の側面の何箇所か
から水蒸気が出ており，私たちの足の真下でした。
この場所は比較的静まっていますが，右側の隅では
無数の水蒸気噴流があがっており，その怒鳴り声の
ような音は，壊れた機関車が蒸気をあげるかのよう
でした。水蒸気は雲状となり，本当の雲と混じり，
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山頂から下方へ，私たちがいる場所を通り過ぎてい
きました。硫黄ガスがあたりを満たしています。硫
黄土壌の堆積は２つの川を交わらせ，その川は蒸気
の出口から向こう側の湖に注ぎ出ていました。湖の
水は血のような赤色であり，地獄がそこに現出した
かのようでした。その湖はブラックルート湖と同じ
くらいの大きさであり，２つの川が流入しています。
どちらの川もじゅうぶんな水量ですが，河口は見え
ず，明らかに地中に沈んでいます。このことは，地
中の河口周辺の岩の色が影響し，湖の水の赤さを生
じさせていることをうかがわせます。川の水が突然
蒸発するとは考えにくく，火山から流れ出る水の地
表下の出口があると考えられます。天気は思わしく
ありませんでしたが，私たちは焦らず，噴火口の中
心部分で腰を据え，現地調査を行いました。ビール
を飲み，ビスケットも口にしました。このあと，私
たちは素早い足取りで引き返し，小屋へ向かいまし
た。日が暮れ，夜空が私たちを包みました。もちろ
ん，私たちは噴火口の斜面をもう一度登り，爆発で
放出されたがれきの山を数マイル，進みつづけなけ
ればなりませんでした。
　つぎの関心の対象は，巨大な火口壁であり，私た
ちは行ってみました。断崖が切り立ち，高さ1,500
フィート，幅は数マイルに広がっています。まさに
ここは地質学の実物教授の場であり，誰もが納得す
る迫力の現場でした。巨大な山が中心で裂け，まる
でナイフで切り取られたように，きれいに成層の断
面をみせています。そして，私たちは大きな泥流を
横切り，早朝に出発した村のほうへ進みました。大
磐梯の周囲を回り終え，そして爆発部分を横断しま
した。爆発が起きたとき，泥流が生じ，大量の泥と
粒子の細かい沈泥が川となって氾濫しました。泥流
は石と岩のかたまりとかわらない猛威であり，30
分ほどのあいだに，肥沃の耕作地を覆いつくし，村々
を破壊し，埋没させました。泥流は壊れやすい木造
の家屋が建つ小さな村のところで止まり，あとには
数百万トンの土砂が残りました。泥流は多くの家屋
を飲み込みました。土砂のなかから屋根や木材が突
き出ているのが見えるのは，建っていた家屋の変わ
り果てた姿なのです。
　泥流はここで止まりましたが，さらに巨礫が広く
周囲の村々に落下し，住民の命を奪い，あらゆる物
を破壊しました。１つの石のかたまりで小さな家屋
は潰れました。重さ1,000トンを超える岩が村の真
ん中に置かれたままになっています。爆発が５マイ
ルも離れたところに，この巨岩を飛ばす強大な威力
であったことを象徴するものです。私たちが通った
村のひとつで聞いた住人の死に関する話が印象的で
す。地震が起き，山から轟音が聞こえると，住民た
ちはみんな，逃げる力がなかった老人が１～２人い
ましたが，家を飛び出て，反対側の山をめざして川
を渡りました。しかし，すぐさま泥流がみんなを飲
み込み，すべては失われました。現在は多くの別の
居住区が整えられ，集落が形成され，温泉が開かれ
ているその村のあった場所は，この地域が変化し，
新しい時間を刻みつつあることを示唆するのです。
　私たちは宿泊所に着いたときは，びしょ濡れに
なっており，そしてひどく疲れていました。到着が
遅れ，外は暗くなってきていました。村の使いの者
が，灯明をもってきていました。温めた水を飲み，
乾いた服に着替え，少し回復しました。私たちは翌
日は休養をとり，さまざまの貴重な体験を思い返し
ていました。また，村人からもいろいろな話を詳し
く聞きました。
　私はこの手紙を書き終えるところです。列車のな
かや暗がりのなかで書くことが多く，落ち着いた環
境ではありません。横浜に帰ったら，今回の磐梯山
への旅について，もっと詳しく書きたいと思います。
興味深い話はたくさんあります。早めに書こうと思
いますが，ここでは私は変わらず元気であることを
伝えておきます。そして，バンクーバー行きの船に
関する問いあわせを行うため，いまは横浜に向かっ
ているところです。
⑤横浜，1891（明治24）年５月25日付
　しばらく近況を伝える手紙を出していなかったこ
とで，あなたの気を害していないことを願います。
なかなか手紙を書けないことを詫びるものです。あ
なたが私を咎める思いを解いてくれることを乞いま
す。私の旅での出来事は，詳細をすべて述べるには
量が多すぎますが，あなたの母に宛てた手紙にかい
つまんで記しています。私が帰国して，途端に友人
やみんなのなかで不愉快の種になってしまうこと
を，ときどき想像してみるものですが，とても堪え
られません。さて，私は関心をさまざまのことに向
けてしまうのですが，最近は関心の対象を整理する
ように努めています。目下の関心事は，火山地帯か
ら持ち帰ったコケが弱りはじめていることと，カメ
ラ（Kodak）とともに得た体験を作品として表現す
ることです。
　そちらに送った品々をみて，気にいってもらえる
とうれしいです。私はこちらで多くを得ました。そ
れにはふたつの側面があります。ひとつは，多くの
興味いことや実り豊かなことの発見です。もうひと
つは，嘆かわしい失敗です。たとえば，カメラの
シャッターが錆びつき，まったく閉まらなくなり，
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いというべきは，この地域は人口が少なく，災害の
範囲にいた人々が限られたことです。しかし，農地
で作業する人，村の住人，温泉を訪れていた人たち，
595人があっという間に巻き込まれ，行方不明とな
りました。甚大な土地と財産が失われました。
　私たちは朝早く起き，火山の視察に赴きました。
爆発の跡地は20マイルにわたって広がり，地面は
著しく荒れ，起伏があって，でこぼこです。雨が降っ
ており，私たちは出発を躊躇しましたが，やがて太
陽が出て，陽が差し，雲も消えたので，出発を決め
ました。３時間の待機でした。10時には人力車に
乗り，案内人は２人，車夫はルーミス氏と私にそれ
ぞれ３人がつき，山に臨みました。地面はくぼみが
きつく，最初の５マイルは暴力的といってよい荒野
を進みました。私たちは山の裏側に進路をとり，計
画どおり，爆発跡が残る荒れ地にはいることをめざ
しました。
　旅の最初の段階では，高温でしたが，乾燥が保た
れるのは好条件であり，防水服もとくに不快ではあ
りませんでした。この日の探索はとても順調でした。
道から山と周辺が広く見渡せ，景色はよく，荒野に
咲く花は可憐で，低木も興味深かったです。アザレ
アが大きく育ち，印象的でした。多くの亜高山性植
物も育ち，採取の価値があります。
　私たちは大磐梯の山腹で迂回する必要があり，迂
回路を行くのに多くの時間がかかりました。２時ご
ろ，私たちは標高約4,000フィートの地点に到着し
ました。ここには小さな小屋と純水の温泉があり，
私たちは向かいました。モクレンの木がまわりを囲
み，甘い香りがする白い花が咲いていました。かわ
いらしい場所でした。雲が出てきたので，急ぎ私た
ちは低木の茂みを抜け，山頂をめざしました。
　私たちは火山活動の徴候が認められる最初の現場
に近づきつつありました。硫黄の臭いが立ちこめる
小川に沿い，私たちが進む道はつづいていました。
時々，吐き気をもよおし，いまでも思い出すと，息
が詰まりそうです。かつてこの小川の周囲は，竹や
植物が豊かに育っていました。しかし，毒性のガス
で枯れ，萎れてしまいました。生気を失った枝をつ
ける大きな木や枯れた植生が小川の両岸に広がる光
景は，ここに壊滅的な被害をもたらしたことを物
語っています。もう少し登ると，硫黄が堆積してで
きた土手がつづき，沼地の泡沸泉から蒸気があがっ
ていました。
　この小川を離れ，私たちは尾根に向かいました。
尾根というよりも，爆発でできた巨大な断崖の境で
す。周囲には大爆発の痕跡が大量に残されています。
すべては爆発のなかで破壊の目にあったのです。太
さが10 ～ 12フィートある巨木群は爆風で激しく揺
さぶられ，何本かはもっとも太い部分から折れ，粉々
になっています。どの木も枝は丸裸であり，樹皮は
叩きはがされています。この惨状は爆発時の爆風で
もたらされたものであり，その脅威がよく理解され
ます。
　この森の砂漠を過ぎると，この日に予定していた
ルートでもっとも高い地点に着くのは，すぐでした。
向こうに大きな破壊の跡が見えました。山腹に裂け
目ができています。そこに着く前に私たちは小さな
谷を越えました。この谷には破壊の波が押し寄せて
いないようであり，爆発前と同じ容体と環境を維持
していました。ここに小屋が建てられており，風呂
が備えられていました。風呂は周囲の水蒸気噴流で
沸かした湯が使われていました。このまわりはあち
らこちらで水蒸気がシューシューと音を立て，吹き
出しており，蒸気機関車のようです。雨が激しく降
りはじめ，私たちはここでしばらく休憩しました。
それでも濡れてしまい，防水服を所持していますが，
いよいよ旅の困難に直面するのを感じました。
　すぐに私たちは大災害の全容を目の前にしまし
た。目に映る破壊の光景は，とても言葉にできませ
ん。おびただしい量の岩石の砕片が堆積し，谷も溝
も，どれもが災害の残骸であり，破壊の証拠です。
大量の火成岩のかたまりが散乱しており，花崗岩や
安山岩などでした。溶岩ではありません。ここで見
る光景は壮大なものでしたが，破壊の中心地，すな
わち活動中の噴火口は，まだ何マイルも先にありま
す。繰り返し私たちは，深い渓谷を越え，岩場の谷
を過ぎ，崩れやすい斜面を登らなければなりません
でした。
　ついに私たちは噴火口の縁に立ち，その印象的な
光景を視野に収めました。天気がよいうちに探索す
る必要があります。嵐が発達し，ハリケーンになり
そうであり，また地表がゆるみ，斜面の岩が転落す
る危険がありました。
　この噴火口の光景は，誰も決して忘れないでしょ
う。私たちはすり鉢状になった噴火口の底のほうへ，
大丈夫そうなところを1,000フィートほど，降りま
した。滑りやすい泥の急斜面を下りると，私たちの
下に噴火口の底があり，浮石で覆われていました。
そして，そこから口を開けた谷がみえ，縁から縁ま
で１マイル強の大きさでした。谷の側面の何箇所か
から水蒸気が出ており，私たちの足の真下でした。
この場所は比較的静まっていますが，右側の隅では
無数の水蒸気噴流があがっており，その怒鳴り声の
ような音は，壊れた機関車が蒸気をあげるかのよう
でした。水蒸気は雲状となり，本当の雲と混じり，
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私はフィルムの一巻きを台無しにしてしまいまし
た。別のフィルムも数巻きが湿気で使えなくなって
しまいました。この失敗は，私にとってほかの事故
や災難がかすんでしまうほどの痛手です。しかし，
私は旅することを止めず，旅を記録しつづけるつも
りです。
　私はそちらに多くのおもしろいものを送ったとこ
ろです。横浜からもいくつかの博物標本やみやげに
よい品々を発送できそうです。ちょうどあなたの母
に陶製のティー・カップとソーサーのセットを買っ
たところです。見事な品です。ただ，彼女にお伝え
ください。銀製のスプーンは日本では買い求めるこ
とができませんでした。いろいろなところに当たっ
てみたのですが，銀製品を手に入れることは叶いま
せんでした。
　私はあなたに幾枚かの切手を届けました。最後に
買った日本の切手はまだ送っていませんが，つぎの
荷物に入れるようにします。この切手は世界でもっ
とも希少なもののひとつで，あなたのために手に入
れました。切手の注釈書も同封します。以前に朝鮮
政府が３日間だけ存在し，その期間に発行された郵
便切手のひとつです。オークションに売りに出され
たら，すぐに高額がつく品です。
　何よりもおもしろい，というほどのことではあり
ませんが，よく出くわす滑稽な英語があります。看
板や広告に文法的な検閲はないので，数少ない英語
を習ったばかりの者は，自分で好きなように文章を
つくります。一例をあげると，ある者が貸家の広告
を出します。‘To Let Have’（貸家，もてます）と
書いてあります。ここで彼は ‘Have’という動詞を
明らかに ‘To Be’（あります）の代わりに使ってい
ます。
　横浜では，つぎのような看板も目にします。
　　‘ The Shirts Manufacturing Tailor’（シャツ仕立
屋）
　　‘ A Sole Maker of Capital Biscuits’（すばらし
いビスケットの総合製造者）
　　‘ Wine Beer and Other’（ワイン，ビール，その
他）
　　‘Provit
ﾏﾏ
ions Department’（食糧売場）
　　‘Shavins
ﾏﾏ
 Saloon’（髭剃り店）
　　‘Umbe
ﾏﾏ
llella Maker’（傘職人）
　　‘ Breads Bu
ﾏﾏ
scuit and Spongy Cake’（パン，ビ
スケット，スポンジ・ケーキ）
　　‘ Great Dealer in Wine and Man of War Beer’
（ワインとビールの大型販売業者）
　生徒が書く文章はとてもおもしろいです。私は大
学から村の学校まで，さまざまの教育機関を訪問し
てきました。どの学校を訪れても楽しさが見出され
ます。あなたに中等学校のクラスの生徒の作文のひ
とつを送りました。お願いして譲ってもらったもの
です。他の作文も私は複写してもっています。
　私は来週の今日，子どもたちが集まるので，一緒
に過ごすつもりです。友人の多くも日本の子どもに
関心を抱いています。
　手紙を書いているとき，ホテルの使いの者が新聞
のバックナンバーを積み重ねた大きな束をもってき
てくれました。今日，P&Oボートで着いたものです。
これから読もうと思います。そして何よりも，あな
たの母が４月21日，５週間前に投函した手紙が届
きました。私はウィリアム・サドラー氏（Mr. 
William Sadler）の子息とキング・パッテン氏（Mr. 
King Patten）の死去の報に接し，驚いています。
実に悲しいです。しかし，故郷からの知らせはうれ
しく，感謝します。いま，届けられた新聞をみると，
郵便が差し止められ，ひとつ前の荷物に間にあわな
かったようです。一番新しい日付の新聞が，４月
11日のものなのです。
⑥横浜，1891（明治24）年５月31日付
　前に手紙を出してから，私は富士山の火山地帯を
訪れていました。富士山は「ふじやま」とも「ふじ
さん」とも呼ばれます。「やま」と「さん」はどち
らも丘や山の意味です。「さん」は漢語の読みです。
　日本の言語や文学に対する中国の影響は大きく，
いささか好奇心をそそります。孔子は学校での道徳
教科書の典型です。日本で中国語は書記言語として
使われており，計算の方法やその他，文学や言語に
関する多くのことは，中国に由来があります。
　先史を研究する者により，日本の民族や信仰は朝
鮮にルーツがあり，あるいは南方から伝えられたと
いう一般的な印象があります。しかし，私の見方で
は，遠い過去には日本は中国と陸続きではなく，北
部のシベリア大陸と接していました。この見方を満
足させる証拠を，私はいくつも見つけました。高山
で目にする植物は，北方の植物とほとんど同じです。
何度も心に描くノルウェイ，そこで私を囲み，私が
見てきたスカンジナビアの植物群とほとんど同じな
のです。もし，この推測が正しければ，北方人の古
い血統が日本にあるわけであり，日本の遠い過去を
北方へ辿りながら想像してみるのです。
　私は日本人と他のアジア人には明確な違いがある
という意見に留意したいと思います。日本人の一般
的な性格についていえば，彼らはとても思いやりが
あり，私たちと調和的です。他のアジア人よりもそ
うです。インド人，マレー人，中国人について，彼
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らのなかで，また私たちと大きな隔たりがあること
に気づきます。一方，日本人をみると，彼らの流儀
や特質は，ほとんどゲルマン人と変わりません。仏
教は朝鮮から伝来したものです。日本人はその機知
で仏教を理解し，自分たちなりの受容を行っていま
す。彼らは神道の教義を保持しつつ，来世の化生を
説く仏教の教義も受けいれています。それゆえ，日
本人は無形の神々への崇敬と，神道と習合する寺院
への畏敬とが混交するかたちをつくりあげています。
　神道の祖である帝は，この宗教の頂点にいます。
帝が人々におよぼす影響は巨大です。大寺院に安置
される仏像は，大きく，費用がかかったものが多い
です。境内では，阿修羅や不動明王のようなさまざ
まの異形の像が見られます。儀式がなく，僧侶がい
ない場合，参詣者は鐘を打ち，自身の参拝を神仏に
伝えます。請願者や礼拝者は御札を購入し，神社に
貼って帰ります。
　参詣者にとって重要な道徳規律は，できるだけ多
くの寺院を訪問することです。あらゆる年齢の者が
神社から神社へと巡礼を行い，巡礼者の集団を見か
けます。信仰や規律に関する厳しい宗教的な統制が
あるわけでないので，人々は中国の思想である儒教
にも依拠します。仏教の近代化は神道と不可分の関
係にあり，仏教の寺院と僧侶の住居が神道の神社に
隣接していることもよく見かけます。これは日光で
顕著なことです。
　最近の案内人であったトミーのことを話しておこ
うと思います。彼は熱心なキリスト教徒です。私は
土着の宗教の問題に大いに関心をもちます。人々が
キリスト教の教義に感銘を受けるのは，自然な感性
によるものであると，私は信じます。自然な崇拝を
形成する感化こそ，頑なな人々の心にも深く届くも
のとなります。宣教師の努力はその感性に報いると
ころに価値があるはずです。宣教師の布教は土着の
神仏を「悪魔」と嘲るものとなるかもしれませんが，
私は神仏が参詣者にとても尊ばれているものである
ことに留意したいです。神道の影響と同様，多大な
財が投じられた寺院の存在を考えると，仏教もそれ
だけ人々を動かす力をもつものであるというべきで
す。これまでに私が見たなかでもっとも素晴らしい
建築は，京都に新しく建造された寺院です。莫大な
金額が費やされており，その寺院の壮大さは，キリ
スト教国で見る大聖堂と比べても何ら遜色ありませ
ん。
　崇拝の行為のひとつは，自身の髪を奉納すること
です。集められた大量の髪で縄が編まれ，寺院の建
立に役立てられます。１本で数百ポンドの重量のあ
る縄が３本，いま，京都で建立中の寺院に納められ
ています。日光の寺院はまた創建の背景が異なり，
特別な興趣があります。
　すでに述べましたように，帝は古代から精神的な
頂点に立つ者であり，国を統治する者でした。帝の
もとに約300の大名や領主がおり，それぞれの土地
を治めました。これら諸侯の首長が将軍であり，将
軍は神聖な天皇に対するいわば首席宰相の役割を果
たす存在でした。かつてその地位を強固にする将軍
が現れ，この高位職は世襲されるようになりました。
歴代の将軍は国の行政者として支配権を握り，大名
の忠誠を取りつけ，権力を拡大しました。帝と将軍
による権力闘争は，長く懸念事項でした。帝は官軍，
将軍は幕府軍を組織し，激しい戦争を行いました。
その結果，将軍は敗北し，将軍とともに幕府と諸大
名は滅亡しました。ここに日本の新政府が開かれる
こととなりました。
　日光は徳川家康や歴代将軍が祀られる場所です。
将軍ゆかりの寺社は信仰者で賑わっています。日光
はもっとも美しい地方のひとつであり，とても魅力
的です。国民はさまざまの寄贈を行い，将軍の顕彰
に努めています。日光は自然の美しさが印象的な場
所であり，なるほど篤信の巡礼者だけでなく，ここ
は訪れる者を魅了するものがあります。日光は連峰
が生み出す渓谷が見事であり，山腹は群葉で豊かに
覆われています。山中を方々に通る小道も快いです。
急流が峡谷の底を走り，山間の細い道を行くと，い
たるところで滝と出くわします。
　すばらしい杉垣の道は，見事な杉を認めるだけの
場所ではありません。それは日光の山腹や渓谷に美
を添えるものであり，破壊者の手はまだ伸びていま
せん。木々を社寺のまわりに植えるのは，神仏を鎮
守する念からです。それは日本にとりわけ特有の価
値の現れかたです。鎮守の木々はよく生育し，大き
く成長しています。木々は腐りはじめると，棒で支
えられ，注意深く保護されます。朽ちた木々が道を
塞ぎ，枝が旅行者の通行に不便になっていることも
あります。
　日本の諺のひとつに「日光を見ずして結構という
な」があります。私はこれまでミラン，ケルン，ブ
ルゴスの大聖堂など，日光の社寺よりも美しい建築
をいくつも見てきました。インターラーケン，ネロ
ダル，ペナンなど，抜群の景観も見てきました。し
かし，この日光が与える喜びに勝る，自然や魅力に
満ちた他の場所を思い浮かべることはできません。
　私はセイル夫妻に日光と周辺で撮影した実にさま
ざまの対象について話しました。その尽きない話に
同夫妻は夢中になりました。私はいつも写真を撮る
ことに多くの時間を割いてきました。たくさんの写
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私はフィルムの一巻きを台無しにしてしまいまし
た。別のフィルムも数巻きが湿気で使えなくなって
しまいました。この失敗は，私にとってほかの事故
や災難がかすんでしまうほどの痛手です。しかし，
私は旅することを止めず，旅を記録しつづけるつも
りです。
私はそちらに多くのおもしろいものを送ったとこ
ろです。横浜からもいくつかの博物標本やみやげに
よい品々を発送できそうです。ちょうどあなたの母
に陶製のティー・カップとソーサーのセットを買っ
たところです。見事な品です。ただ，彼女にお伝え
ください。銀製のスプーンは日本では買い求めるこ
とができませんでした。いろいろなところに当たっ
てみたのですが，銀製品を手に入れることは叶いま
せんでした。
私はあなたに幾枚かの切手を届けました。最後に
買った日本の切手はまだ送っていませんが，つぎの
荷物に入れるようにします。この切手は世界でもっ
とも希少なもののひとつで，あなたのために手に入
れました。切手の注釈書も同封します。以前に朝鮮
政府が３日間だけ存在し，その期間に発行された郵
便切手のひとつです。オークションに売りに出され
たら，すぐに高額がつく品です。
何よりもおもしろい，というほどのことではあり
ませんが，よく出くわす滑稽な英語があります。看
板や広告に文法的な検閲はないので，数少ない英語
を習ったばかりの者は，自分で好きなように文章を
つくります。一例をあげると，ある者が貸家の広告
を出します。‘To Let Have’（貸家，もてます）と
書いてあります。ここで彼は ‘Have’という動詞を
明らかに ‘To Be’（あります）の代わりに使ってい
ます。
横浜では，つぎのような看板も目にします。
‘The Shirts Manufacturing Tailor’（シャツ仕立
屋）
‘A Sole Maker of Capital Biscuits’（すばらし
いビスケットの総合製造者）
‘Wine Beer and Other’（ワイン，ビール，その
他）
‘Provit
ﾏﾏ
ions Department’（食糧売場）
‘Shavins
ﾏﾏ
Saloon’（髭剃り店）
‘Umbe
ﾏﾏ
llella Maker’（傘職人）
‘Breads Bu
ﾏﾏ
scuit and Spongy Cake’（パン，ビ
スケット，スポンジ・ケーキ）
‘Great Dealer in Wine and Man of War Beer’
（ワインとビールの大型販売業者）
生徒が書く文章はとてもおもしろいです。私は大
学から村の学校まで，さまざまの教育機関を訪問し
てきました。どの学校を訪れても楽しさが見出され
ます。あなたに中等学校のクラスの生徒の作文のひ
とつを送りました。お願いして譲ってもらったもの
です。他の作文も私は複写してもっています。
私は来週の今日，子どもたちが集まるので，一緒
に過ごすつもりです。友人の多くも日本の子どもに
関心を抱いています。
手紙を書いているとき，ホテルの使いの者が新聞
のバックナンバーを積み重ねた大きな束をもってき
てくれました。今日，P&Oボートで着いたものです。
これから読もうと思います。そして何よりも，あな
たの母が４月21日，５週間前に投函した手紙が届
きました。私はウィリアム・サドラー氏（Mr.
William Sadler）の子息とキング・パッテン氏（Mr.
King Patten）の死去の報に接し，驚いています。
実に悲しいです。しかし，故郷からの知らせはうれ
しく，感謝します。いま，届けられた新聞をみると，
郵便が差し止められ，ひとつ前の荷物に間にあわな
かったようです。一番新しい日付の新聞が，４月
11日のものなのです。
⑥横浜，1891（明治24）年５月31日付
前に手紙を出してから，私は富士山の火山地帯を
訪れていました。富士山は「ふじやま」とも「ふじ
さん」とも呼ばれます。「やま」と「さん」はどち
らも丘や山の意味です。「さん」は漢語の読みです。
日本の言語や文学に対する中国の影響は大きく，
いささか好奇心をそそります。孔子は学校での道徳
教科書の典型です。日本で中国語は書記言語として
使われており，計算の方法やその他，文学や言語に
関する多くのことは，中国に由来があります。
先史を研究する者により，日本の民族や信仰は朝
鮮にルーツがあり，あるいは南方から伝えられたと
いう一般的な印象があります。しかし，私の見方で
は，遠い過去には日本は中国と陸続きではなく，北
部のシベリア大陸と接していました。この見方を満
足させる証拠を，私はいくつも見つけました。高山
で目にする植物は，北方の植物とほとんど同じです。
何度も心に描くノルウェイ，そこで私を囲み，私が
見てきたスカンジナビアの植物群とほとんど同じな
のです。もし，この推測が正しければ，北方人の古
い血統が日本にあるわけであり，日本の遠い過去を
北方へ辿りながら想像してみるのです。
私は日本人と他のアジア人には明確な違いがある
という意見に留意したいと思います。日本人の一般
的な性格についていえば，彼らはとても思いやりが
あり，私たちと調和的です。他のアジア人よりもそ
うです。インド人，マレー人，中国人について，彼
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真を撮ってきました。そのなかには役立たない写真
もありますし，台無しにしたロールも多数あり，悔
やみきれません。
　植物採取にあたり，荷物がかさばり，地質標本も
重く，苦労しました。持ち帰りたいものを何でも買っ
ていたら，たちまち問題が起きます。人力車は私の
隣にあなたひとりを乗せる場所もなくなり，他の荷
物は別の人力車に頼まなければなりません。私は両
足のあいだにカメラを置いて何とかしていますが，
雨風が吹くと，カメラを濡らし，ロールをだめにし
てしまいます。私は急いで対処しないと，仕事がで
きなくなります。
　私は横浜でいくつかのフィルムを現像していま
す。現像された写真を手にすると，自身のなすこと
をまさに顧みる思いです。良い写真もありますし，
悪い写真もあります。失敗した写真もあります。こ
のいいかたで私の意図するところはわかると思いま
す。ともあれ，確かな自信はありませんが，帰国し
たらよい報告をしたいと思います。
　私が手紙を書きはじめたのは，富士山に行き，旅
の予定が１週間以上，延びたことを説明するためで
した。今回の旅では，若い従者が一緒でした。彼は
日本の医師の息子であり，聡明で清廉な人物です。
体格は小柄であり，彼は西洋の衣服や礼儀を好みま
す。私は彼がとても意思が強く，有能であることを
理解しました。彼が私に同行したのは，私との旅を
通じ，自然科学の知識を得ようとする目的があった
ためでした。横浜に戻って改めて気づくのは，彼が
言語能力に長け，この国や人々についてどのような
内容もよく知っている人物であったことです。
　彼のような存在がいかに大きな助力となるか，あ
なたに説明したいと思います。私たちは山々を歩き
渡り，人里離れた湖に向かいました。彼は地元の車
夫と話し，湖にまつわる話を聞き出し，その伝来や
名前の由来などを私に教えてくれました。かつて日
本の法は，女性が箱根関を越えることを厳しく取り
締まりました。箱根峠は高く険しいです。箱根関は
東京につづく関門としてその道を監視しました。そ
れには理由があり，女性が敵国の領土に逃げ込み，
謀反や反乱の原因となることを防ぐためでした。こ
の法を破った女性は，厳罰を受け，はりつけに処せ
られました。トミーはこのことに関し，以前に彼の
父と母が故郷の大阪から東京に旅したときのことを
話してくれました。彼の母はここ箱根関で父と別れ，
厳しい処罰を受ける危険を避けるため，大きく遠回
りして旅をつづけなければなりませんでした。それ
は20年前の出来事にすぎません。理不尽に思える
法ですが，しかし最近まで行われていたこのことは，
いまも人々が想い浮かべるものなのです。
　はりつけや首切りの写真が，わりと近年のものも
多くあります。そのことはやはり，このような残忍
な処罰が近い過去に行われていたことを表していま
す。トミーは私たちの国ではりつけのような処罰は
ないか尋ねます。いまはもう廃止されています。
　私はこれまで幾百マイルを人力車で旅してきまし
た。車夫との多くの思い出があります。私は一日中，
車夫と一緒にいるわけです。たとえば，１日に25
マイルを走ることも珍しくありません。昨日は私を
運ぶふたりの車夫は，荒れた山道を13マイル，休
憩もせず，３時間で走りました。私たちは富士山麓
まで列車で行き，茶屋で休憩しました。その茶屋は
西洋風の設備を備えていました。いかに日本人が旅
行者の利便の要望に応えようとする気持ちをもって
いるか，このことはよく表しています。西洋文明の
象徴がすぐ目にはいります。椅子２脚とテーブル１
台です。椅子と机は，使わないときは邪魔にならな
いように，立てかけてしまってあります。そして，
必要になったら出して使います。テーブルはがたつ
き，脚は３インチほど長すぎます。料理は料理人が
つくれるものとなりますが，魚，オムレツ，イチゴ，
肉などが出ます。トミーはイチゴと魚を一緒に食べ，
オムレツにジャムをつけるし，何にでも砂糖をかけ
るので，私は興味深く眺めていました。
　富士山は雄大な山です。その偉容は，近くから見
るよりも，少し離れて見たほうがわかります。私た
ちは日中早くに到着し，山の下のほうを登る時間が
ありました。山の特徴や容姿を理解するのによい機
会となりました。雪が道に積もり，晩は澄み，その
目で見る富士山は壮麗でした。沈む夕陽のなか，ま
さに「不二」の山でした。翌朝は早く発ち，実にた
いへんな日でした。車夫には本当に骨が折れる力仕
事でした。私たちは25マイルの険しい山道を走り，
箱根をめざしました。道中，峠から富士山を見るこ
とができました。折々の峠から見るその山の姿は変
化に富み，見事でした。
　朝早く，ほとんど魔法といってよいほどの素晴ら
しい現象が起きました。富士山のまわりに蒸気が立
ちこめ，その湿った空気は雪冠を過ぎ，濃い雲とな
りました。上空に漂う雲は，山頂の噴火口から溢れ
出すかのようでした。雲は山の上に浮かび，そして
散り散りになって上空へ消えていきました。富士山
は長く噴火活動を止めていますが，この現象は活火
山であることの証左であるといえます。
　私たちは古い噴火口の断崖からなる山々の尾根を
辿り，箱根の火山地帯に入りました。底に炎と硫黄
が溜まる谷々を横切りました。一帯は凝固している
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とはいえ，熱い煙霧と蒸気が私たちの足下で音を立
てています。私はある箇所でコケを採取する際，地
表から少し下に生えるコケに手を伸ばしただけです
が，指を火傷してしまいました。この一帯は火山活
動は収まっており，多数の温泉と鉱泉浴があります。
多くの保養地が温泉のまわりに開かれています。各
地から人々が湯治に訪れ，病や傷を癒やしています。
　私たちは箱根湖のほとりで休み，また途中で休み
をとりながら，この旅の最終日は熱海で過ごしまし
た。熱海は間欠温泉で有名な場所であり，湯と蒸気
が４時間毎に噴き出ます。横向きに噴出し，まるで
水道管が湯でいっぱいになって破裂するようです。
大量の蒸気があがり，その騒音と喧噪は驚くべきも
のです。
　ここから私たちは別の火山をみることができまし
た。大島です。私はその火山にも行きたいのですが，
現在は行くことは叶いません。海のほうへ40 ～ 50
マイル離れた島に広がり，活動中の火山です。私が
知るどの火山よりも蒸気が噴き出ています。吹き上
がる湯気と煙の柱は300フィートを超え，離れて立
つここからも，その壮大で巍々たる噴煙柱がうかが
えます。
　疲れる一週間でした。今日は日曜日で，休息をとっ
ています。今朝，ユニオン教会でセイル氏と会いま
した。明日，子どもたちの集会があり，私も参加す
るつもりです。
　私はバンクーバーに向けてここ横浜を，６月12
日に発つ見込みです。私は家路につき，旅が終わろ
うとしているように，手紙も終わりが近づきました。
いま，郵便が来ましたが，私宛の手紙はなかったよ
うです。必要があれば，また書きます。ヨーロッパ
行きの郵便は今夜，出ます。
⑦横浜，1891（明治24）年６月10日付
　日本での私の時間はいよいよ終わりに近づいてお
り，この手紙を書くことに心が乱れます。２日後，
バンクーバー行きのエンプレス・オブ・ジャパン号
で出航します。
　私は多事な１週間を過ごしました。この魅力的な
国での最後の１日は感慨深いものとなりました。こ
こでとくに２つの出来事を記したいと思います。大
きな出来事ではありませんが，留意される価値ある
ものと感じるからです。私はブース師夫妻が主宰す
る学校に招かれ，子どもたちと一緒に心温まる日を
過ごしました。この学校はアメリカの改革派教会の
キリスト教系学校です。日本の富裕な上層家庭にキ
リスト教を広げる目的から，良家の女子を教育する
ために設立されました。100人強の若い女学生が在
籍しています。年齢は10 ～ 18歳が中心です。もう
少し年長の者もおり，何人かは結婚後も授業に出て
います。彼女たちは皆がとても親切で聡明です。日
本人らしい行儀や優雅さを備えています。さまざま
な場面で見せる彼女らの様子は，美しい写真集にな
りそうです。
　彼女たちが着る衣服は，普段，町中で見る子ども
が着るものよりも材質がよく，上品な絹や縮緬を
使っており，色使いも豊かです。あえていえば，全
体の調和にやや余地があります。
　校舎と校庭はじゅうぶんな広さであり，整った環
境です。ブース師夫妻の学校は，横浜の西洋街とい
うある種の「虚仮」において，もっとも立派で優れ
た建物だといえます。セイル氏は私の希望を叶える
ため，何週間も前から手はずを整えてくれていまし
た。その計画に女学生たちも，喜んでかはわかりま
せんが，熱心に参加してくれ，パーティーの日まで
何日ものあいだ，懸命に準備作業を進めてくれまし
た。
　女学生たちは日本の行事を再現する発表を準備し
ていました。祝祭日，新年の祝賀，雛祭り，祝日に
家庭で伝統的に行う室内や室外での遊びなどです。
　私は４時に招待されました。他に20人ほども招
かれました。私は学校に着き，女学生を呼び，セイ
ル氏となかに入ると，女学生たちが大講堂に集まっ
ており，私たちを盛大な拍手，そして歓喜と笑顔で
迎えました。このイギリス方式の歓迎は，彼女たち
にとってはじめて行うことであり，今日のために練
習したのでした。女学生たちはしばらく拍手をつづ
け，そして今度は優雅にお辞儀し，パーティーは幕
開けました。
　今日のプログラムをみると，最初の題目は茶会で
した。「茶の儀式」として知られるものです。礼式
の会であり，上流階級で行われる社交の会です。今
日は茶会の一端に触れるだけでしたが，一服の茶を
飲むのに長い時間をかける方法は，印象的というべ
きものでした。茶会の作法は慇懃であり，その様式
は洗練の精髄といえます。茶会はとても謹厳な場で
あるため，無駄口や大声はもちろん，礼の言葉さえ，
軽々しく口にできない雰囲気があります。
　私は特別な客であり，ある小さな部屋の中央に敷
かれた座布団の上に座るように案内されました。襖
は取り外しのできる仕切りです。襖を外し，他の参
加者から部屋のなかの様子が見えるようになってい
ます。私は座布団の位置を確かめ，座って待ちまし
た。慎重でゆっくりした手順は，すべて一連の定まっ
た作法に則ったものです。私は作法にまったくの不
案内ですが，若い女学生が教師となり，教えてくれ
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真を撮ってきました。そのなかには役立たない写真
もありますし，台無しにしたロールも多数あり，悔
やみきれません。
植物採取にあたり，荷物がかさばり，地質標本も
重く，苦労しました。持ち帰りたいものを何でも買っ
ていたら，たちまち問題が起きます。人力車は私の
隣にあなたひとりを乗せる場所もなくなり，他の荷
物は別の人力車に頼まなければなりません。私は両
足のあいだにカメラを置いて何とかしていますが，
雨風が吹くと，カメラを濡らし，ロールをだめにし
てしまいます。私は急いで対処しないと，仕事がで
きなくなります。
私は横浜でいくつかのフィルムを現像していま
す。現像された写真を手にすると，自身のなすこと
をまさに顧みる思いです。良い写真もありますし，
悪い写真もあります。失敗した写真もあります。こ
のいいかたで私の意図するところはわかると思いま
す。ともあれ，確かな自信はありませんが，帰国し
たらよい報告をしたいと思います。
私が手紙を書きはじめたのは，富士山に行き，旅
の予定が１週間以上，延びたことを説明するためで
した。今回の旅では，若い従者が一緒でした。彼は
日本の医師の息子であり，聡明で清廉な人物です。
体格は小柄であり，彼は西洋の衣服や礼儀を好みま
す。私は彼がとても意思が強く，有能であることを
理解しました。彼が私に同行したのは，私との旅を
通じ，自然科学の知識を得ようとする目的があった
ためでした。横浜に戻って改めて気づくのは，彼が
言語能力に長け，この国や人々についてどのような
内容もよく知っている人物であったことです。
彼のような存在がいかに大きな助力となるか，あ
なたに説明したいと思います。私たちは山々を歩き
渡り，人里離れた湖に向かいました。彼は地元の車
夫と話し，湖にまつわる話を聞き出し，その伝来や
名前の由来などを私に教えてくれました。かつて日
本の法は，女性が箱根関を越えることを厳しく取り
締まりました。箱根峠は高く険しいです。箱根関は
東京につづく関門としてその道を監視しました。そ
れには理由があり，女性が敵国の領土に逃げ込み，
謀反や反乱の原因となることを防ぐためでした。こ
の法を破った女性は，厳罰を受け，はりつけに処せ
られました。トミーはこのことに関し，以前に彼の
父と母が故郷の大阪から東京に旅したときのことを
話してくれました。彼の母はここ箱根関で父と別れ，
厳しい処罰を受ける危険を避けるため，大きく遠回
りして旅をつづけなければなりませんでした。それ
は20年前の出来事にすぎません。理不尽に思える
法ですが，しかし最近まで行われていたこのことは，
いまも人々が想い浮かべるものなのです。
はりつけや首切りの写真が，わりと近年のものも
多くあります。そのことはやはり，このような残忍
な処罰が近い過去に行われていたことを表していま
す。トミーは私たちの国ではりつけのような処罰は
ないか尋ねます。いまはもう廃止されています。
私はこれまで幾百マイルを人力車で旅してきまし
た。車夫との多くの思い出があります。私は一日中，
車夫と一緒にいるわけです。たとえば，１日に25
マイルを走ることも珍しくありません。昨日は私を
運ぶふたりの車夫は，荒れた山道を13マイル，休
憩もせず，３時間で走りました。私たちは富士山麓
まで列車で行き，茶屋で休憩しました。その茶屋は
西洋風の設備を備えていました。いかに日本人が旅
行者の利便の要望に応えようとする気持ちをもって
いるか，このことはよく表しています。西洋文明の
象徴がすぐ目にはいります。椅子２脚とテーブル１
台です。椅子と机は，使わないときは邪魔にならな
いように，立てかけてしまってあります。そして，
必要になったら出して使います。テーブルはがたつ
き，脚は３インチほど長すぎます。料理は料理人が
つくれるものとなりますが，魚，オムレツ，イチゴ，
肉などが出ます。トミーはイチゴと魚を一緒に食べ，
オムレツにジャムをつけるし，何にでも砂糖をかけ
るので，私は興味深く眺めていました。
富士山は雄大な山です。その偉容は，近くから見
るよりも，少し離れて見たほうがわかります。私た
ちは日中早くに到着し，山の下のほうを登る時間が
ありました。山の特徴や容姿を理解するのによい機
会となりました。雪が道に積もり，晩は澄み，その
目で見る富士山は壮麗でした。沈む夕陽のなか，ま
さに「不二」の山でした。翌朝は早く発ち，実にた
いへんな日でした。車夫には本当に骨が折れる力仕
事でした。私たちは25マイルの険しい山道を走り，
箱根をめざしました。道中，峠から富士山を見るこ
とができました。折々の峠から見るその山の姿は変
化に富み，見事でした。
朝早く，ほとんど魔法といってよいほどの素晴ら
しい現象が起きました。富士山のまわりに蒸気が立
ちこめ，その湿った空気は雪冠を過ぎ，濃い雲とな
りました。上空に漂う雲は，山頂の噴火口から溢れ
出すかのようでした。雲は山の上に浮かび，そして
散り散りになって上空へ消えていきました。富士山
は長く噴火活動を止めていますが，この現象は活火
山であることの証左であるといえます。
私たちは古い噴火口の断崖からなる山々の尾根を
辿り，箱根の火山地帯に入りました。底に炎と硫黄
が溜まる谷々を横切りました。一帯は凝固している
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ました。彼女たちのおかげで，動作や指の使いかた
を誤らず，うっかり慌てることもありませんでした。
　部屋の一方を襖で仕切るので，出入口を臨機に変
えられます。そして襖が何よりも当を得ているのは，
襖の下のほうに手をかけ，力をいれずに開閉できる
ことです。そのため，茶を点てる女学生と彼女を補
助する女学生が音を立てずに入室できるのです。彼
女はまるですまなさそうなふうに会釈して部屋に進
みいり，扇子を足下に置き，そして静かにゆっくり
と退室します。ついで別の３人の女学生が部屋には
いり，私の向かい側にそれぞれ静かに腰を下ろし，
柔らかな目線をこちらに向けます。そして，数分後，
この茶会の「女亭主」が炭をいれた炭斗，火をつけ
る灰をいれた器，いくつかの形に切った炭，細身の
火箸を運び込みます。これらは亭主が客の前で炉に
炭を組みいれる炭点前で用いられます。茶入，水指，
香合があり，細工が凝っています。木製の柄杓は重
要な道具であり，必要な量の水を汲み，釜に注ぎます。
　時々，きれいな羽箒が腰帯から取り出され，小さ
な灰や埃が巧みに掃き取られます。茶を点てる前に
行うべき３つの作法があります。わざとらしくもあ
り，見ていると，おもしろいです。第１に，若い女
性が一幅の軸をもってきて，注意深く，慣れた手つ
きで広げます。そして，その軸を竹の杖に載せ，客
の向かいの壁に正確に掛けます。客は軸を鑑賞し，
楽しみます。つぎに，素敵な花入が１つ，運ばれて
きて，部屋の奥まった凹んだところに置かれます。
この床の間は日本でみられる特色的な様式です。そ
して，腕一杯の花が静かに手近な花瓶にいれられま
す。今日はアヤメです。見事な手さばきで花が切り
取られ，生けられます。美しい花の絵で部屋を飾る
までもありません。残った花はやはり静かに運び出
され，女学生は立ち，生けた花の出来映えを確認し
ます。
　第３に，彼女は貴重で美しい骨董を１つ，持ち込
み，ひざまずきながら３人の女性に順に手渡します。
３人は静かに，しかし喜びをもってそれを鑑賞し，
作者の銘を探します。銘は作品の下部に印されてい
ます。芸術品を拝見し，愛でることは，亭主への感
謝を表すこととなります。
　ここまでのやりとりに長い時間をかけます。その
ため，香り高い茶が砂糖菓子と一緒に運ばれてきた
とき，さてこの儀式は茶が目的であることを忘れて
しまっているほどでした。私は客人として茶を一服
いただき，この優雅な儀式は夢見心地のうちに終わ
りました。
　つぎの題目は，雛祭りでした。雛人形が揃って展
示されていました。この古風な人形は，親王と親王
后，女官，楽人，謡人などに似せた姿です。雛人形
は各地で飾り方が違い，興味深いものです。
　つづく題目は，生花でした。とてもかわいらしく，
そして啓示的でした。品のよい少女が座り，芸術的
な手さばきで花のかたちを整えていきます。それは
花の束というよりも花の作品です。枝，花，つぼみ
がそれぞれ美しく生けられ，優雅な姿が鑑賞に供さ
れます。これが終わると，私たちは大講堂に移り，
さまざまな遊戯を楽しみました。手鞠，羽子板をは
じめ，その他にも日本で正月に行われる多くの遊戯
に興じました。まるでお祭りのようなひとときでし
た。女学生たちは班にわかれてそれぞれの遊戯を担
当し，私に遊び方を教えてくれました。混みあい，
ぶつかるようなこともありませんでした。彼女たち
は私のことにかまわず，自らも本当に楽しんでいる
ようでした。実に楽しく，笑いが絶えませんでした。
　夕方になると，女学生たちは夕食をとるため，休
憩を挟みました。床に座って米飯を食べる女学生に
混じり，一緒に箸を使って食べたのは，おもしろい
ことでした。もっとも，あとでブース夫妻が西洋風
の食事を用意してくれました。とてもおいしく，豪
勢な食事をいただきました。
　食事とおしゃべりを楽しんだあと，私たちは大講
堂に戻り，席に座り直し，今度は音楽と合唱がはじ
まりました。私たちは英語で賛美歌を歌いました。
日本の少女が歌う賛美歌は，哀しさよりもむしろ，
可憐さを感じさせるものでした。女学生たちは琴の
独奏，琴とピアノの合奏，朗読を披露し，今日のパー
ティーも終わりに近づきました。砂糖菓子が振る舞
われました。それは日本人がみんな好きな菓子であ
り，イチゴにクリームを添えたものでした。女学生
たちが挨拶を述べ，教師が通訳してくれました。別
れは名残惜しく，いつまでもこの礼儀正しく，そし
て心地よいときを楽しんでいたい思いでした。私は
急ぐ理由もありませんでしたし，すっかり晩になっ
てしまうまで，この横浜で新たな友人となった女学
生のみんなと，別れを惜しみあいました。
　翌日の火曜日，ルーミス氏とクーパー氏と私は，
大島探検の旅行に出発しました。クーパー氏はキャ
ドベリー社の代理人です。私たちはこれまでこの旅
行についてたびたび話しあい，準備してきました。
大島旅行は前に送った手紙に記していたと思いま
す。大島には有名な火山があります。大島は本土か
ら50 ～ 60マイル離れたところにある島であり，通
常，旅客船で立ちいることはできません。現在，状
況は変わりやすく，危険な状態にあり，この島を訪
れる者はいません。
　ミルン教授は数年前，大島を調査しており，火山
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は噴火中のときでした。去年は３人のフランス人が
訪れています。チェンバレン氏は『日本事物誌』の
著者ですが，同氏や新聞記者によると，ここ数年で
大島を訪れたのは，やはりこのようにわずかの者だ
けのようです。ミルン教授と彼の同僚たちは，私た
ちが大島に行くことに関心を示しました。火山は大
量の水蒸気を吐き出し，黒煙を立ちのぼらせつづけ
ており，その現状を観察する機会となるためです。
私たちは早朝の列車で横浜を発ち，最後の20マイ
ルは人力車を使い，大島に向かいあう本土側の海辺
の漁村まで辿り着きました。私たちは夜に帰航する
漁船で大島に渡れることを期待していましたが，船
を見つけることができず，苛立つ思いでした。結局，
その夜は汚く，ノミがいる茶屋で足止めされました。
翌朝早く，私たちは交渉をはじめ，大島から来た漁
夫たちを見つけました。彼らは船を出すのに適した
風を待っているとのことでした。長く船を探してい
ましたが，どの船にも断られました。雲行きが怪し
く，風が変わり，船を漕ぎ出せないのでした。私た
ちが船に乗れたのはようやく10時になってからの
ことでした。７人で漕ぐ小型の無甲板船に乗り込み
ました。島までは50マイルを漕がなければならず，
天気も刻々と変わりました。私の血圧は安定してい
ましたし，気分も良好でした。しばらく私たちは無
事の航海をつづけ，海に出て２時間はとくに困難は
ありませんでした。しかし，大島に近づいてきたと
き，風向きが変わり，漁夫たちは帆を１つあげ，加
えてもう２つあげ，必死に操縦しました。私たちは
死を覚悟する瞬間もありましたが，何とか困難を乗
り越えたのです。
　風は大きな力となり，私たちを海原に進ませまし
た。それはとても激しく，危険は増すばかりでした。
私は帆をもっとあげるように主張しましたが，漁夫
たちはもう危険はないことを私に約束し，私は主張
を控えました。少しあと，悪いことに突風が私たち
をあおり，中心の帆柱を折り，帆が私たちの上に落
ちてきました。本当に幸いなことに，私たちはこの
緊迫した状況を脱し，船は静かに進み出しました。
漁夫たちの懸命の努力がなければ，船を進めること
はできませんでした。最終的に彼らは予定していた
港に着くことは難しいと判断し，それに私たちも同
意し，島の最寄りの岸辺に船を着けることにしまし
た。私たちはある小さな村に無事，着岸しました。
私たちの到着は，村の住人をずいぶん驚かせたよう
でした。私は船酔いは大丈夫でしたが，かわいそう
なのはルーミス氏でした。ひどい船酔いで，まるで
死んだような顔をしていました。クーパー氏もしば
らく嘔吐に苦しんでいました。
　島に着いて１時間後，強風は増して嵐となりまし
た。巨大な波が島に沿って並ぶ火山岩に荒れ狂うよ
うに打ちつけ，私たちはまるで無力でした。宿所に
留まり，この困難が過ぎるのを待ちました。悪天候
をやりすごし，かといって状況が著しく好転したわ
けではありませんが，私たちの意欲は決して萎える
ものではありませんでした。食事と休息をとり，私
たちはわくわくする晩を過ごしました。雨が降るに
もかかわらず，島の村人みんなが，男性も女性も子
どもも，私たちを観察に来ました。襖で仕切られた
隣の部屋に人だかりができており，男性たちは座り，
落ち着いて騒がず，私たちをじっと見ていました。
子どもたちは最前列に集まり，もちろん襖は開けら
れています。雨に濡れたままです。女性たちは部屋
の隅からこちらを覗き見るのですが，これまで知る
何よりも控えめな態度であり，私たちからも自身に
注意が向けられないようにしています。こちらから
話しかけたり，じっくり見たりするだけで，彼女た
ちは命がけで逃げ出しそうな様子です。私たちは観
衆たる村人を喜ばせようと，私たちの持ち物を見せ
たり，話しかけたり，笑いかけたりしました。手品
もしてみせました。ようやく私たちは村人の好奇の
目から解放され，眠ることができました。あるいは
眠ることを試みたというべきかもしれません。いつ
もと同様，今度はノミです。幸いなことに私はほと
んどノミを気にすることはありませんでした。クー
パー氏はノミの「撲滅」に精を出し，ノミとの愉快
な夜を過ごしたようです。
　ルーミス氏はベッドに粉をまきましたが，ノミの
撃退にあまり効果は発揮しなかったようでした。夜
中，風はうなり，雨は家を叩くように降っていまし
た。私たちは翌朝の天気を心配しました。夜が明け
ましたが，悪天候はつづき，朝食時も天気は回復し
ませんでした。日中も好転はせず，午後５時ころ，
私たちは３マイル先の別の村に移動することを決
め，防水服を着け，この村を発ちました。よいとき
に出発でき，道中は無難でした。風は弱まり，雨は
止み，無理なく歩けました。この日の晩もノミたち
と一緒でしたが，横浜を発って３日目の朝，目覚め
ると，雲のない美しい空が広がっていました。火山
登頂がようやく叶いそうな朝でした。
　これまでの記録によると，この火山を好んで訪れ
る者はほとんどおらず，いつも雲が山を包み隠し，
登ろうとしても悪天候がつづくことが多かったよう
です。私は登山の疲労を覚え，馬を頼みました。私
たちは切り立った細道を数マイル，進みました。上
り道ばかりですが，道の両側は豊かな植生が広がっ
ています。シダが繁り，ウワミズザクラが実をつけ，
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ました。彼女たちのおかげで，動作や指の使いかた
を誤らず，うっかり慌てることもありませんでした。
部屋の一方を襖で仕切るので，出入口を臨機に変
えられます。そして襖が何よりも当を得ているのは，
襖の下のほうに手をかけ，力をいれずに開閉できる
ことです。そのため，茶を点てる女学生と彼女を補
助する女学生が音を立てずに入室できるのです。彼
女はまるですまなさそうなふうに会釈して部屋に進
みいり，扇子を足下に置き，そして静かにゆっくり
と退室します。ついで別の３人の女学生が部屋には
いり，私の向かい側にそれぞれ静かに腰を下ろし，
柔らかな目線をこちらに向けます。そして，数分後，
この茶会の「女亭主」が炭をいれた炭斗，火をつけ
る灰をいれた器，いくつかの形に切った炭，細身の
火箸を運び込みます。これらは亭主が客の前で炉に
炭を組みいれる炭点前で用いられます。茶入，水指，
香合があり，細工が凝っています。木製の柄杓は重
要な道具であり，必要な量の水を汲み，釜に注ぎます。
時々，きれいな羽箒が腰帯から取り出され，小さ
な灰や埃が巧みに掃き取られます。茶を点てる前に
行うべき３つの作法があります。わざとらしくもあ
り，見ていると，おもしろいです。第１に，若い女
性が一幅の軸をもってきて，注意深く，慣れた手つ
きで広げます。そして，その軸を竹の杖に載せ，客
の向かいの壁に正確に掛けます。客は軸を鑑賞し，
楽しみます。つぎに，素敵な花入が１つ，運ばれて
きて，部屋の奥まった凹んだところに置かれます。
この床の間は日本でみられる特色的な様式です。そ
して，腕一杯の花が静かに手近な花瓶にいれられま
す。今日はアヤメです。見事な手さばきで花が切り
取られ，生けられます。美しい花の絵で部屋を飾る
までもありません。残った花はやはり静かに運び出
され，女学生は立ち，生けた花の出来映えを確認し
ます。
第３に，彼女は貴重で美しい骨董を１つ，持ち込
み，ひざまずきながら３人の女性に順に手渡します。
３人は静かに，しかし喜びをもってそれを鑑賞し，
作者の銘を探します。銘は作品の下部に印されてい
ます。芸術品を拝見し，愛でることは，亭主への感
謝を表すこととなります。
ここまでのやりとりに長い時間をかけます。その
ため，香り高い茶が砂糖菓子と一緒に運ばれてきた
とき，さてこの儀式は茶が目的であることを忘れて
しまっているほどでした。私は客人として茶を一服
いただき，この優雅な儀式は夢見心地のうちに終わ
りました。
つぎの題目は，雛祭りでした。雛人形が揃って展
示されていました。この古風な人形は，親王と親王
后，女官，楽人，謡人などに似せた姿です。雛人形
は各地で飾り方が違い，興味深いものです。
つづく題目は，生花でした。とてもかわいらしく，
そして啓示的でした。品のよい少女が座り，芸術的
な手さばきで花のかたちを整えていきます。それは
花の束というよりも花の作品です。枝，花，つぼみ
がそれぞれ美しく生けられ，優雅な姿が鑑賞に供さ
れます。これが終わると，私たちは大講堂に移り，
さまざまな遊戯を楽しみました。手鞠，羽子板をは
じめ，その他にも日本で正月に行われる多くの遊戯
に興じました。まるでお祭りのようなひとときでし
た。女学生たちは班にわかれてそれぞれの遊戯を担
当し，私に遊び方を教えてくれました。混みあい，
ぶつかるようなこともありませんでした。彼女たち
は私のことにかまわず，自らも本当に楽しんでいる
ようでした。実に楽しく，笑いが絶えませんでした。
夕方になると，女学生たちは夕食をとるため，休
憩を挟みました。床に座って米飯を食べる女学生に
混じり，一緒に箸を使って食べたのは，おもしろい
ことでした。もっとも，あとでブース夫妻が西洋風
の食事を用意してくれました。とてもおいしく，豪
勢な食事をいただきました。
食事とおしゃべりを楽しんだあと，私たちは大講
堂に戻り，席に座り直し，今度は音楽と合唱がはじ
まりました。私たちは英語で賛美歌を歌いました。
日本の少女が歌う賛美歌は，哀しさよりもむしろ，
可憐さを感じさせるものでした。女学生たちは琴の
独奏，琴とピアノの合奏，朗読を披露し，今日のパー
ティーも終わりに近づきました。砂糖菓子が振る舞
われました。それは日本人がみんな好きな菓子であ
り，イチゴにクリームを添えたものでした。女学生
たちが挨拶を述べ，教師が通訳してくれました。別
れは名残惜しく，いつまでもこの礼儀正しく，そし
て心地よいときを楽しんでいたい思いでした。私は
急ぐ理由もありませんでしたし，すっかり晩になっ
てしまうまで，この横浜で新たな友人となった女学
生のみんなと，別れを惜しみあいました。
翌日の火曜日，ルーミス氏とクーパー氏と私は，
大島探検の旅行に出発しました。クーパー氏はキャ
ドベリー社の代理人です。私たちはこれまでこの旅
行についてたびたび話しあい，準備してきました。
大島旅行は前に送った手紙に記していたと思いま
す。大島には有名な火山があります。大島は本土か
ら50 ～ 60マイル離れたところにある島であり，通
常，旅客船で立ちいることはできません。現在，状
況は変わりやすく，危険な状態にあり，この島を訪
れる者はいません。
ミルン教授は数年前，大島を調査しており，火山
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見事なツバキと美しいアジサイが満開でした。ノイ
バラは新しい実をつけ，キイチゴはおいしそうでし
た。他の多くの植物もよく育っています。腐敗した
溶岩が豊かな土壌を形成し，植物の豊穣な成長を促
しています。
　大島の村人は裕福です。彼らは島をよく開墾し，
大きな倉庫を１つ保有しています。木材は東京市場
で取り引きされ，重要な収入源になります。魚は横
浜や東京で売られます。魚を迅速に出荷できるよう
に船頭らは備え，船荷が整うと，風を待って出帆し
ます。村人はとても興味深く，彼らの礼儀や忍耐力
は，日本のなかでももっとも優れるように思います。
子どもたちの振る舞いは，世界の模範となるもので
す。女性は何でも運び，重い荷物を頭上に載せて器
用に歩き，荒れた上り道も苦にしないのは，驚嘆に
値します。彼女たちが背筋を伸ばし，美しい姿勢で
動作するさまは感銘的です。他方で彼女たちの顔つ
きは，その重労働に従事するためか，やや老けて見
えもします。私たちの荷物は３人の女性が頭上に載
せて運んでくれました。私たち一行はちょっとした
行列のようであり，道中，注目を集めました。私た
ちは男性１人も雇い，料理などの世話のために同行
してもらいました。彼はとくに困難なく，食料を運
びあげます。荷物を運ぶ女性たちは島の反対側に進
み，そこは私たちの宿泊予定地でした。私たちは火
山の噴火の証拠をすぐ目にしました。時折，溶岩が
山頂から大量に流出し，海に流れ込み，古い溶岩は
砕けたり，押し出されたりしていました。溶岩の流
出が不意に終わり，その恐ろしい脅威は，堆積物を
洗い流し，かわってノコギリの歯のようにぎざぎざ
した不気味な形象となって現出しました。凝固した
箇所は，でこぼこのブロックのようでした。私たち
のいる山裾は開けた場所であり，低木が繁るだけで
すが，そこから前方に数マイル，林地が斜面を覆い，
山頂までつづきました。
　私たちの前に突然現れた光景は壮麗でした。深く
青い海が眼前に広がり，それはまるで地図を目の前
にするようでした。箱根山，富士山，横浜湾をはじ
め，本土の遠く向こうまで，はっきりと一望のもと
に見渡すことができました。海の眺めが一番よいの
は，嵐のあとです。昨日の苦難は，今日の清涼で報
われました。火山の標高は2,300フィートあり，私
たちは1,400フィートのところにいます。そういう
と，山頂は近いのですが，ここまで苦労の積み重ね
でした。さて，私たちは古い巨大な噴火口の端まで
行きました。現在も蒸気を噴きあげる錐状火山の中
心にあります。この古い噴火口壁は，以前に大災害
をもたらしたであろう痕跡を残していました。噴火
口壁の横側や吹き口に認められる破裂は，いかに大
量の溶岩が海へ流れ出たかを明確に物語るもので
す。実際，この古い噴火で大量の溶岩が流出したこ
とは，山頂から海へとつづく荒れ果てた斜面からわ
かります。
　山頂から吐き出される水蒸気の柱は，いまなお壮
大です。火山錐上に立ちこめるその蒸気柱を下に従
えるように浮く白雲が，真っ青な空のなかで際立ち，
ちょっとした見物でした。水蒸気の噴出は継続して
いますが，私たちが山頂付近に到着するまでは，そ
うではありませんでした。水蒸気がつくる大きな影
が火山にかかり，くっきりと見えます。この影は日
中，強い太陽光線から私たちを遮ってくれました。
古い噴火口のくぼみの床を歩くのは，おもしろかっ
たです。固まった溶岩が外側に膨らみ，盆地のよう
な谷間をつくっていました。降雨で砂が流れ，大き
な平坦部分ができ，斜面のなかに川床のような水路
をつくっていました。新緑の草木や低木が育ち，小
さな植生を形成していました。水は灰や砂を通過し，
窪地へと流れてきます。私たちは前日に使った防水
服で小さな水溜めをつくり，水を飲みました。私た
ちはひどく荒れた溶岩地帯を進みましたが，そこは
小規模な火山跡でした。熱水が地面から染み出てお
り，外に出た熱水は冷やされ，ちょっとした涼感を
醸していました。
　１マイルほど歩くと，最近できた新しい錐状火山
の裾に着きました。登るにはやや疲労感を覚えまし
たが，標高は600フィートほどであり，自分の足で
登るのは，やはり充実感に満たされます。私たちは
いったん噴火口の端まで来ましたが，さきに昼食を
とり，そのあとに調査をはじめることにしました。
私たちは腰をおろし，キリン・ビールを缶詰と一緒
にいただきました。ラガー・ビールで，実においし
かったです。わざわざもってきたかいがありました。
私たちは今日一日，何かよい調査ができる気分にな
りました。
　昼食後，私たちは畏怖のような念もって調査を開
始しました。噴火口の縁から近づき，大きな裂け目
や深い穴を観察しました。最後の噴火が古い噴火口
のなかから円錐の先端を隆起させたことがわかりま
す。最初の活動で上部が持ちあげられ，主錐を形成
しました。つぎに別の部分がさまざまの方向に押し
出され，それはよりもろい側に生じ，山腹に寄生錐
をつくったようです。もろい側の谷に大量の溶岩が
流れ込みました。最初の噴火で熱い溶岩が勢いよく，
高く噴き出ました。裂け目から流れ出た溶岩は冷え
て，高く積もりました。その結果，現在の錐状の山
体がもたらされました。溶岩の噴出が止むと，火山
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の内部は崩壊し，深さ1,000フィート，幅３マイル
はある中空に沈みました。私たちが立つところから，
下のほうに崩落したぎざぎざの岩の塊，砂煙，溶岩，
硫黄が見えました。それらは乱雑に溜まり，湯気を
立てていました。山の両斜面にはいくつかの土盛り
ができており，水蒸気が音を立て，密雲が立ちのぼっ
ていました。これまで私たちはいろいろなところで
大量の水蒸気があがるさまを見てきましたが，ここ
で目にする２つの巨大な穴から放射される水蒸気
は，まさに地球の奥底から噴きあげられるものなの
です。
　これまでに大島の火山を訪れた者はいますが，私
たちが観察できたこの火山の特性を記録した者はい
ません。初期の記録は，好奇心をもってこの火山を
訪れた者が，しかし，濃い霧のため，いかに無念の
うちに帰途につかざるをえなかったかを伝えます。
その霧は毎回，山を覆い隠すものであったようです。
私たちの訪問時は，晴れた日ばかりではありません
でしたが，噴火口の深部まで覗き見ることができま
した。少なくとも1,000フィート奥まで目が届き，
さまざまの状態が確認できました。通気孔の１つは，
大量の水蒸気を放出し，雲が立ちのぼるようであり，
水蒸気はまとまって空中高くへ運ばれるのでした。
別の通気孔はまた興味深く，深い割れ目か井戸の穴
のようであり，その暗闇のなか，ぎざぎざの硫黄石
が穴の側面を覆っているのが見えました。この割れ
目から薄青の水蒸気が円柱状になって噴き出てお
り，その水蒸気には濃い硫黄が混じっているものと
考えられます。水蒸気はもう500 ～ 2,000フィート
立ちのぼり，分厚い雲に凝縮しました。その雲が大
きな影をつくったことは，すでに述べたとおりです。
　溶岩の堆積跡をはじめ，さまざまな地点から景観
を写真に撮ったあと，私たちは噴火口に登り，鉢の
ような縁にそって進み，溶岩流の通道を奥深く，見
下ろしました。いかに巨大な塊が分裂し，地滑りを
起こしたかがわかり，噴火が大きな災害であったこ
とがうかがえました。
　私たちは錐状の急勾配の側にもまわりました。溶
岩の荒れ地が残る古い噴火口を眼下に見るととも
に，島と海を見渡すことができ，その景色は地図を
写すかのようでした。時間は過ぎ，私たちは渋々な
がら，ここを去らなければなりませんでした。忘れ
がたい光景をあとにし，私たちは溶岩層を慎重に進
みました。はじめは荒れた岩場で，足下には小さめ
の岩がごろごろと転がっていました。山裾に向かっ
て行くと，降雨で砕けた火山岩が一面を覆い，小石
や砂で地表は平坦になっていました。
　さて，私たちは古い溶岩層を踏破し，海に下る道
を辿りました。とても珍しく，興味深い道でした。
溶岩流がまだ凝固したばかりであり，他の場所では
前にできた地層が下に重なり，平地をつくり，歩行
はらくでしたが，このあたりの砕けた火山岩は洗い
流されてしまったようです。ある場所では砂の吹き
溜まりができるのですが，別の場所では急傾斜のた
め流れ出てしまうのでした。海との境には，目をひ
そめたくなるような断崖が切り立っていました。打
ち寄せる波が崖に奇怪な形象を刻み，漁夫をたびた
び危険な目にあわせています。
　私たちが海辺に到着したのは晩でした。ここから
まだ６～７マイル，夜を過ごす宿泊所まで進む必要
がありました。大島が誇る５つの谷を越えました。
歩く途中，道端で休息をとっているとき，かわいら
しく，行儀のよい子どもたちと会いました。
　男児と女児の集団と出会いました。彼らは学校に
通う子どもたちです。定期試験のため，隣村から来
ており，家に帰るところでした。子どもたちは私た
ちの前を過ぎるとき，ちゃんと立ち止まり，彼らが
できる精一杯のあいだ頭を下げ，そしてお辞儀から
直ると，また静かに歩き出し，帰り道を行きました。
子どもたちのあと，数分後に教師が現れました。
　最後は豊かな植生が広がる地帯を通り，私たちは
宿泊所に着きました。ブドウの蔓，アジサイ，ネズ，
スギなどが見事に育ち，筆舌に尽くしがたいです。
大島の唯一の港であり，私たちが２日前に着岸予定
であった場所は，まさに古い噴火口のなかにありま
した。１世紀前，ここは内陸の小さな湖であり，火
口湖でした。しかし，海の猛威が湖の壁面の一方を
崩し，小さな漁船が出入りできるほどの小さな通路
をつくったのでした。この珍しい港のまわりに，村
人は集落を形成しました。
　私たちは疲れていたのですが，なかなか眠る機会
を得られませんでした。いつものことですが，物好
きな村人たちが，私たちを見にくるためです。私た
ちがこの島から帰るための手段を確保し，調整する
ため，多くの話しあいを要しました。村の有力者が
私たちを訪れ，手段の便宜を図ってくれました。し
かし，この夜，確約を得ることはできませんでした。
誰も天候がどうなるか予測できないからです。私た
ちはベッドにもぐりこみました。またノミたちです。
私たちの運命を知ることもないノミたちです。
　翌朝早く，私たちは島の有力者たちと会いました。
漁夫と女性たち，そして船の所有者も来ており，出
発が決まりました。船に乗り込んだのは10時を過
ぎてのことでしたが，この日はとくに困難や問題は
なく，出航できました。最初，強い向かい風が吹き
ました。怒れる海は白波を立て，５人の船員は帆を
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見事なツバキと美しいアジサイが満開でした。ノイ
バラは新しい実をつけ，キイチゴはおいしそうでし
た。他の多くの植物もよく育っています。腐敗した
溶岩が豊かな土壌を形成し，植物の豊穣な成長を促
しています。
大島の村人は裕福です。彼らは島をよく開墾し，
大きな倉庫を１つ保有しています。木材は東京市場
で取り引きされ，重要な収入源になります。魚は横
浜や東京で売られます。魚を迅速に出荷できるよう
に船頭らは備え，船荷が整うと，風を待って出帆し
ます。村人はとても興味深く，彼らの礼儀や忍耐力
は，日本のなかでももっとも優れるように思います。
子どもたちの振る舞いは，世界の模範となるもので
す。女性は何でも運び，重い荷物を頭上に載せて器
用に歩き，荒れた上り道も苦にしないのは，驚嘆に
値します。彼女たちが背筋を伸ばし，美しい姿勢で
動作するさまは感銘的です。他方で彼女たちの顔つ
きは，その重労働に従事するためか，やや老けて見
えもします。私たちの荷物は３人の女性が頭上に載
せて運んでくれました。私たち一行はちょっとした
行列のようであり，道中，注目を集めました。私た
ちは男性１人も雇い，料理などの世話のために同行
してもらいました。彼はとくに困難なく，食料を運
びあげます。荷物を運ぶ女性たちは島の反対側に進
み，そこは私たちの宿泊予定地でした。私たちは火
山の噴火の証拠をすぐ目にしました。時折，溶岩が
山頂から大量に流出し，海に流れ込み，古い溶岩は
砕けたり，押し出されたりしていました。溶岩の流
出が不意に終わり，その恐ろしい脅威は，堆積物を
洗い流し，かわってノコギリの歯のようにぎざぎざ
した不気味な形象となって現出しました。凝固した
箇所は，でこぼこのブロックのようでした。私たち
のいる山裾は開けた場所であり，低木が繁るだけで
すが，そこから前方に数マイル，林地が斜面を覆い，
山頂までつづきました。
私たちの前に突然現れた光景は壮麗でした。深く
青い海が眼前に広がり，それはまるで地図を目の前
にするようでした。箱根山，富士山，横浜湾をはじ
め，本土の遠く向こうまで，はっきりと一望のもと
に見渡すことができました。海の眺めが一番よいの
は，嵐のあとです。昨日の苦難は，今日の清涼で報
われました。火山の標高は2,300フィートあり，私
たちは1,400フィートのところにいます。そういう
と，山頂は近いのですが，ここまで苦労の積み重ね
でした。さて，私たちは古い巨大な噴火口の端まで
行きました。現在も蒸気を噴きあげる錐状火山の中
心にあります。この古い噴火口壁は，以前に大災害
をもたらしたであろう痕跡を残していました。噴火
口壁の横側や吹き口に認められる破裂は，いかに大
量の溶岩が海へ流れ出たかを明確に物語るもので
す。実際，この古い噴火で大量の溶岩が流出したこ
とは，山頂から海へとつづく荒れ果てた斜面からわ
かります。
山頂から吐き出される水蒸気の柱は，いまなお壮
大です。火山錐上に立ちこめるその蒸気柱を下に従
えるように浮く白雲が，真っ青な空のなかで際立ち，
ちょっとした見物でした。水蒸気の噴出は継続して
いますが，私たちが山頂付近に到着するまでは，そ
うではありませんでした。水蒸気がつくる大きな影
が火山にかかり，くっきりと見えます。この影は日
中，強い太陽光線から私たちを遮ってくれました。
古い噴火口のくぼみの床を歩くのは，おもしろかっ
たです。固まった溶岩が外側に膨らみ，盆地のよう
な谷間をつくっていました。降雨で砂が流れ，大き
な平坦部分ができ，斜面のなかに川床のような水路
をつくっていました。新緑の草木や低木が育ち，小
さな植生を形成していました。水は灰や砂を通過し，
窪地へと流れてきます。私たちは前日に使った防水
服で小さな水溜めをつくり，水を飲みました。私た
ちはひどく荒れた溶岩地帯を進みましたが，そこは
小規模な火山跡でした。熱水が地面から染み出てお
り，外に出た熱水は冷やされ，ちょっとした涼感を
醸していました。
１マイルほど歩くと，最近できた新しい錐状火山
の裾に着きました。登るにはやや疲労感を覚えまし
たが，標高は600フィートほどであり，自分の足で
登るのは，やはり充実感に満たされます。私たちは
いったん噴火口の端まで来ましたが，さきに昼食を
とり，そのあとに調査をはじめることにしました。
私たちは腰をおろし，キリン・ビールを缶詰と一緒
にいただきました。ラガー・ビールで，実においし
かったです。わざわざもってきたかいがありました。
私たちは今日一日，何かよい調査ができる気分にな
りました。
昼食後，私たちは畏怖のような念もって調査を開
始しました。噴火口の縁から近づき，大きな裂け目
や深い穴を観察しました。最後の噴火が古い噴火口
のなかから円錐の先端を隆起させたことがわかりま
す。最初の活動で上部が持ちあげられ，主錐を形成
しました。つぎに別の部分がさまざまの方向に押し
出され，それはよりもろい側に生じ，山腹に寄生錐
をつくったようです。もろい側の谷に大量の溶岩が
流れ込みました。最初の噴火で熱い溶岩が勢いよく，
高く噴き出ました。裂け目から流れ出た溶岩は冷え
て，高く積もりました。その結果，現在の錐状の山
体がもたらされました。溶岩の噴出が止むと，火山
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懸命に引き，水面下に隠れる危険な岩々を避けまし
た。船は軽量であり，波に乗って上下し，さながら
鳥の飛行のようでした。出航は首尾よくいったので
すが，昼になっても，思ったほど進んでいませんで
した。やがて風向きが変わりました。その風は私た
ちを危険な状態に陥れました。船員は懸命に櫓を漕
ぎ，この途方もない努力は４時までつづけられ，よ
うやく危機を脱しました。再び風向きが変わり，私
たちは風に助けられて進みました。しかし，この風
は前方にみえる嵐がもたらすものでした。黒雲が発
達し，横浜のほうに横たわっています。あとで聞い
たところでは，横浜ではクルミほどの大きさの雹が
降る嵐でした。実際にセイル夫人の部屋の窓が割れ
たそうです。幸い嵐は逸れ，私たちは１時間ほどの
雨に耐え，大事は避けられました。ただ，本土はま
だ遠いままでした。
　三崎に着くことは，ほとんど不可能でした。三崎
は私たちが人力車と別れた町です。私たちは漕いで，
本土の近くまで行く必要がありました。男たちは自
らの力だけを頼りに漕ぎつづけ，帆もあげずに何時
間も漕いで進みました。あたりはすっかり暗くなり
ました。波が規則正しく船の底を打ち，揺らします。
船に伏せていると，まるで夢のなかにいる心地でし
た。水は本物には見えず，波のしぶきは妙に単調に
飛び散り，加えて男たちが歌う歌は不思議であり，
夢か現か，独特な時間でした。
　私たちは時々，びっくりするようなカメと出会っ
たり，また腕を広げたほどの大きさの海鳥たちが飛
ぶなかにいたり，あるいは夜光虫の輝きのなかにい
たり，この世の光景とは思えないほどでした。それ
ばかりでなく，私たちは静かに漁船の列とすれ違い
ました。どの船もイカ漁のために火を焚いており，
松明の揺らめく炎と，その炎が船の上に落とす影を
見ていると，とても不思議な感覚になるのでした。
　漁船の１つに近づいたとき，漁夫が釣り糸に餌を
しかけ，火を焚き，そして糸を引っ張っているとこ
ろが見えました。現実のことというよりも，幻想の
なかの一場面のようでした。私たちの船を繰る男た
ちは帆を引き，私たちはめざす岬の砕波のなかにい
ました。注意深く海岸に沿って何マイルか進み，ま
さに真夜中，私たちは陸に向けて大声で叫びました。
ここは熱海であり，私たちが着岸できると考えてい
た村でした。私たちは村人が気づいてくれるように
叫びつづけました。私も割れんばかりの大声を出し，
村人を呼びました。ようやく何人かが起き，家に灯
りが点るのが見えました。私たちは村人の誘導で船
を岸に着けました。私たちは疲弊していました。村
人に感謝します。私たちの大島旅行は，人力車を待
たせてある地点から100マイル離れたここ熱海でつ
いに終着しました。
⑧太平洋上，1891（明治24）年６月15日付
　私は日本を出立し，いまはエンプレス・オブ・ジャ
パン号に乗っています。同号はバンクーバー行きの，
太平洋経由の高速蒸気船です。気になっているのは，
出航前に受け取れたかもしれない手紙１便分を，取
り損じたのではないかということです。ここ数日間，
イギリス便の手紙の配達はなく，最近の状況を知る
ことができていません。出航と配達が前後し，手紙
を受け取れなかったかもしれないことが気がかりで
す。手紙がすでに配達されていたら，それを私が受
け取ることはできないでしょう。もし可能性がある
なら，唯一の頼みはセイジ夫妻です。同夫妻はもう
数日，横浜に滞在し，その後，私と同じ航路で旅行
する予定です。私がロッキー山脈で２～３日，滞在
を延ばせば，私に追いつくかもしれません。もちろ
ん，私はノーマン（Norman）に手紙を書き，彼と
はロッキーの山荘で会えるように手はずしたところ
です。私がバンクーバーに着いたら，電報を打つこ
とになっています。
　私は日本を出航し，帰国の途にあるのですが，私
自身よりも手紙のほうが早く着くことでしょう。私
が書いた最近の数通の手紙は，この手紙を含め，こ
の船が運ぶイギリス行きの郵袋で届けられるでしょ
う。私は手紙を一定の間隔で書いてきていますが，
新しい手紙が早く届いたり，何通かが一緒に届いた
りするのは，おかしく思うかもしれません。前に出
した手紙は，遠くからの輸送のため，時間がかかり
ますが，後に出した手紙は，輸送距離がどんどん縮
まっていくため，早く届けられることとなります。
もしこれからも手紙を書きつづけていくとしたら，
私が家に着くのと，最後に出した手紙が家に着くの
が，一緒になるかもしれないと想像したりもします。
　これ以前にペナンと香港からも大型の荷物箱を
送っています。もう家に着いていると思います。も
しまだ着いていないなら，バロンに伝え，P&O社
に連絡するようにいってください。察しがつくよう
に，私はしばらく手紙や新聞を受け取っておらず，
最近の情報を得ていません。私は自分の手紙に番号
をつけ，覚えています。自宅に送ったものがすべて
届いているか，紛失したものがないか，把握できる
ようにするためです。
　横浜での最後の２～３日は，友人との別れに時間
を使いました。ところで，前の手紙で私たちが大島
を訪れたことを書きました。詳しくはその手紙に記
したとおりですが，私は日本地震学会に大島火山の
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現状に関する報告書を提出することを約束していま
す。手紙を書くのもそうですが，なかなかじゅうぶ
んな時間をとれないのですが，後学の参考に資する
ものとするため，もっと詳細を記述する必要があり
ます。
　画期的な大島視察を終えた私たちは，横浜に戻る
途中，三崎で８人の車夫を文字どおり，解放する必
要がありました。車夫たちは数日間，私たちの帰り
を忍耐強く，待っていました。彼らに賃金を全額支
払うまで，彼らは茶屋の主人による拘束を解かれな
いのでした。ああ，かわいそうな仲間たち，私たち
からの連絡係が到着し，ようやく車夫たちは自由の
身に戻れました。彼らは私たちの過酷な体験を聞き，
驚いていました。そして，帰って行きました。ルー
ミス氏は体調の回復に数日がかかりました。クー
パー氏にも会いました。同氏はオーストラリア経由
で帰国するそうです。私は横浜から約１時間，東京
にも出向き，２晩を過ごしました。私はフレイザー
夫妻と公使館でアフタヌーン・ティーをご一緒し，
晩はミルン教授とバルトン教授と食事をともにしま
した。２人とはイギリスで再会できることを望むも
のです。残る時間は買い物をしました。私は多くの
写真を撮りました。興味深く，価値ある写真もあり
ます。しかし，現像のできあがりが心配です。以前
に現像担当者の不注意で400 ～ 500枚の写真を無駄
にしたことがあります。私が恐れるのは，写真の喪
失は私の広大な旅の一連の記録に欠落を生じさせる
ことになるからです。
　横浜に戻り，最後の日はセイル夫人と家族と昼食
をともにしました。アフタヌーン・ティーをブース
氏と家族と楽しみ，大講堂で小さな別れの式を行い，
女学生たちに挨拶を述べました。夕食はルーミス氏
とアメリカ式の召命としての晩餐をいただきまし
た。翌日，６月12日金曜日は，朝から荷造りを行い，
支払いを済ませ，軽い昼食のあと，船に乗り込みま
した。多くの友人が見送りに訪れてくれました。東
京からミルン氏が来てくれました。ルーミス氏，セ
イル氏とその家族，そして他の友人が見送ってくれ
ました。出航の汽笛が響き，私は旅立ちの悲しさで
胸がいっぱいになりました。喜びに満ちた滞在でし
たが，別れは惜しく，後悔の念も残ります。おそら
くみんなともう一度会えることはなく，さみしさが
胸中に去来しました。１～２時間後，私たちは洋上
にあり，船はもう日本から離れつつありました。船
から望む大島は，私が見た最後の日本の光景でした。
　エンプレス・オブ・ジャパン号は大型旅客船旅船
であり，船内は広く，高速ですが，安定しています。
乗客は多く，全室が埋まっています。セイル夫妻も
そうですが，多くの旅行者がこの船に乗れませんで
した。幸い私は乗船でき，２等客室にはいりました。
日本人官吏１人と同室で，とても感じのよい人物で
す。喫煙室です。部屋はじゅうぶんな広さがあり，
荷物を置いても快適です。私はまだこの船の乗客を
よく知りませんが，誰かよい人物と知りあえるよう
な気がしています。
５．まとめと課題
　イギリスから日本を訪れたベンジャミン・ストー
ンは，近代日本史の観察者のひとりとなった。彼は
日本の文化や伝統をどう見たのか。彼が日本で経験
し，観察した内容に関する主な記録は，手紙と写真
がある。本稿では，手紙を検討した。そこから取り
出せるストーンのまなざしの特色のひとつは，人々
へのそれである。旺盛な彼の好奇心は，日本滞在中，
火山や自然，工芸や美術，言語や生活，習俗や宗教
など，その範囲と対象は拡大するばかりであるが，
その広く強い関心は，さまざまの人々との出会いを，
さまざまのかたちで生んだ。
　子ども，親，青年，老人，女性，車夫，漁夫，農
夫，教師，医師をはじめ，ストーンが交流し，まな
ざしを向けた相手は多様である。とりわけ彼が子ど
もたちに向けるまなざしは，支持的である。たとえ
ば，東京や横浜，大島で出会った子どもたちの礼儀
正しさや一所懸命さを評価し，その愛くるしさにほ
ほえんでいる。多くの西洋人が日本は「子供達の天
国」とみたが，ストーンの目線もこれに共感的であ
る21。
　それでは，ストーン独自の観察は何か。といえば，
それは写真家としての観察にあるといえる。図２は
ストーンが磐梯山を訪れた際，猪苗代の村で撮った
図 ２　School boys of Inawashiro. Japan. May 
1891. J. Benjamin Stone（バーミンガム図書館
所蔵）
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懸命に引き，水面下に隠れる危険な岩々を避けまし
た。船は軽量であり，波に乗って上下し，さながら
鳥の飛行のようでした。出航は首尾よくいったので
すが，昼になっても，思ったほど進んでいませんで
した。やがて風向きが変わりました。その風は私た
ちを危険な状態に陥れました。船員は懸命に櫓を漕
ぎ，この途方もない努力は４時までつづけられ，よ
うやく危機を脱しました。再び風向きが変わり，私
たちは風に助けられて進みました。しかし，この風
は前方にみえる嵐がもたらすものでした。黒雲が発
達し，横浜のほうに横たわっています。あとで聞い
たところでは，横浜ではクルミほどの大きさの雹が
降る嵐でした。実際にセイル夫人の部屋の窓が割れ
たそうです。幸い嵐は逸れ，私たちは１時間ほどの
雨に耐え，大事は避けられました。ただ，本土はま
だ遠いままでした。
三崎に着くことは，ほとんど不可能でした。三崎
は私たちが人力車と別れた町です。私たちは漕いで，
本土の近くまで行く必要がありました。男たちは自
らの力だけを頼りに漕ぎつづけ，帆もあげずに何時
間も漕いで進みました。あたりはすっかり暗くなり
ました。波が規則正しく船の底を打ち，揺らします。
船に伏せていると，まるで夢のなかにいる心地でし
た。水は本物には見えず，波のしぶきは妙に単調に
飛び散り，加えて男たちが歌う歌は不思議であり，
夢か現か，独特な時間でした。
私たちは時々，びっくりするようなカメと出会っ
たり，また腕を広げたほどの大きさの海鳥たちが飛
ぶなかにいたり，あるいは夜光虫の輝きのなかにい
たり，この世の光景とは思えないほどでした。それ
ばかりでなく，私たちは静かに漁船の列とすれ違い
ました。どの船もイカ漁のために火を焚いており，
松明の揺らめく炎と，その炎が船の上に落とす影を
見ていると，とても不思議な感覚になるのでした。
漁船の１つに近づいたとき，漁夫が釣り糸に餌を
しかけ，火を焚き，そして糸を引っ張っているとこ
ろが見えました。現実のことというよりも，幻想の
なかの一場面のようでした。私たちの船を繰る男た
ちは帆を引き，私たちはめざす岬の砕波のなかにい
ました。注意深く海岸に沿って何マイルか進み，ま
さに真夜中，私たちは陸に向けて大声で叫びました。
ここは熱海であり，私たちが着岸できると考えてい
た村でした。私たちは村人が気づいてくれるように
叫びつづけました。私も割れんばかりの大声を出し，
村人を呼びました。ようやく何人かが起き，家に灯
りが点るのが見えました。私たちは村人の誘導で船
を岸に着けました。私たちは疲弊していました。村
人に感謝します。私たちの大島旅行は，人力車を待
たせてある地点から100マイル離れたここ熱海でつ
いに終着しました。
⑧太平洋上，1891（明治24）年６月15日付
私は日本を出立し，いまはエンプレス・オブ・ジャ
パン号に乗っています。同号はバンクーバー行きの，
太平洋経由の高速蒸気船です。気になっているのは，
出航前に受け取れたかもしれない手紙１便分を，取
り損じたのではないかということです。ここ数日間，
イギリス便の手紙の配達はなく，最近の状況を知る
ことができていません。出航と配達が前後し，手紙
を受け取れなかったかもしれないことが気がかりで
す。手紙がすでに配達されていたら，それを私が受
け取ることはできないでしょう。もし可能性がある
なら，唯一の頼みはセイジ夫妻です。同夫妻はもう
数日，横浜に滞在し，その後，私と同じ航路で旅行
する予定です。私がロッキー山脈で２～３日，滞在
を延ばせば，私に追いつくかもしれません。もちろ
ん，私はノーマン（Norman）に手紙を書き，彼と
はロッキーの山荘で会えるように手はずしたところ
です。私がバンクーバーに着いたら，電報を打つこ
とになっています。
私は日本を出航し，帰国の途にあるのですが，私
自身よりも手紙のほうが早く着くことでしょう。私
が書いた最近の数通の手紙は，この手紙を含め，こ
の船が運ぶイギリス行きの郵袋で届けられるでしょ
う。私は手紙を一定の間隔で書いてきていますが，
新しい手紙が早く届いたり，何通かが一緒に届いた
りするのは，おかしく思うかもしれません。前に出
した手紙は，遠くからの輸送のため，時間がかかり
ますが，後に出した手紙は，輸送距離がどんどん縮
まっていくため，早く届けられることとなります。
もしこれからも手紙を書きつづけていくとしたら，
私が家に着くのと，最後に出した手紙が家に着くの
が，一緒になるかもしれないと想像したりもします。
これ以前にペナンと香港からも大型の荷物箱を
送っています。もう家に着いていると思います。も
しまだ着いていないなら，バロンに伝え，P&O社
に連絡するようにいってください。察しがつくよう
に，私はしばらく手紙や新聞を受け取っておらず，
最近の情報を得ていません。私は自分の手紙に番号
をつけ，覚えています。自宅に送ったものがすべて
届いているか，紛失したものがないか，把握できる
ようにするためです。
横浜での最後の２～３日は，友人との別れに時間
を使いました。ところで，前の手紙で私たちが大島
を訪れたことを書きました。詳しくはその手紙に記
したとおりですが，私は日本地震学会に大島火山の
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写真の１枚である。校舎を背にして並ぶ子どもたち
が写る。こちらでカメラを構えるストーンと，その
先にいる子どもたちとが，互いに受容的な距離感を
生産しているように覚えうる。笑う子がいて，固い
表情の子がいて，好奇の目を向ける子がいて，横を
向く子がいる。おそらくストーンは子どもたちに
とって，きわめて珍しい来訪者であったにちがいな
い。レンズを向けられ，慣れない状況に子どもたち
は緊張したはずである。しかし，子どもたちは少な
くとも，ストーンに対して拒絶的ではない。向きあ
う両者のあいだで，何が交わされ，何が生まれたの
か22。
　ロイ・ロウが指摘するように，どのような文字史
料でも視覚史料でも，完全な史料といえるものは，
おそらくない23。そうであるが，ストーンの伝える
手紙や写真が過去の一隅を照らし，日本の近代化過
程を考察する手がかりとなることを望むものであ
る。写真の分析は次稿で期したい。手紙を検討した
本稿は，その基礎的考察にあたる。引きつづき，調
査を進め，研究の展開を図りたい。
─────────────
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クとその後継モデルは写真にカジュアルさをもた
らすのに一役かった。被写体はしばしばくつろぎ，
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かった。（中略）これはいかめしい表情をした正
式なスタジオポートレートとはまるで異なるも
の」であったという指摘は，この小型カメラの特
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場とする写真も含まれており，授業での教師と子
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世・近代移行期における国民教育の確立と教育観
の変化―人的資本形成の前提としての近代学
校」『岡山大学大学院教育学研究科研究集録』
163，2016年，p.15。他にエドワード・モース著
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凡社，1970 ～ 1971年，守屋毅編『モースと日本』
小学館，1988年，小西四郎・岡秀行編『百年前
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る。
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参 照。Elizabeth Edwards, Peter James, eds., A 
Record of England: Sir Benjamin Stone & the 
National Photographic Record Association 1897-
1910, Stockport: Dewi Lewis Publishing, 2006, pp.7-
24. Bill Jay, Customs and Faces: Photographs of Sir
Benjamin Stone, London: Academy Editions, 1972, 
pp.3-5. また，ストーンは1897年，ナショナル・フォ
トグラフィック・レコード・アソシエーション（The 
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National Photographic Record Association, NPRA）
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ミンガム・フォトグラフィック・ソサイエティー
（The Birmingham Photographic Society）の初代会
長を務めた。
11　入国について，４月９日，イギリス蒸気客船ア
ンコーナ号で長崎に寄港し，同月12日，神戸に到
着した。同船の乗客者リストから‘J. B. Stone’の
名前を確認できる（The Japan Weekly Mail, April 
18th, 1891, ‘Latest Shipping–Passengers.’）。出国
について，６月12日，横浜から出航するバンクー
バー行きのイギリス蒸気客船エンプレス・オブ・
ジャパン号に搭乗した（The Japan Weekly Mail, 
June 13th, 1891, ‘Latest Shipping–Departures.’）。
12　レスリー・ハーバート＝ガスタ他著／宇佐美龍
夫監訳『明治日本を支えた英国人―地震学者ミ
ルン伝』日本放送出版協会，1982年，pp.123-
126，金凡性『明治・大正の日本の地震学』東京
大学出版会，2007年，pp.20-21。また，ミルンは
モースの明治11（1878）年の北海道採集旅行時，
函館でモースと会い，行動をともにしている。森
本貞子『女の海溝―トネ・ミルンの青春』文芸
春秋，1981年，pp.224-239。
13　前掲，註12，ハーバート＝ガスタ他著／宇佐
美監訳書，p.164-165。
14　前掲，註4，日本写真家協会編書，pp.374-379，
小沢健志『幕末・明治の写真』筑摩書房，1997年，
pp.301-305。
15　Newspapers Cuttings, Vol.26 , 1862-93 , p.60.　
ベンジャミン・ストーン・コレクション（バーミ
ンガム図書館所蔵）。
16　ストーンには，磐梯山や大島を訪問した記録に
ついて，バルトンとともにまとめたOn the Great 
Highway, Birmingham: Cornish Brothers, 1892. 
があり，ダラム大学に所蔵されるが，未見である。
17　写真の一部は，バーミンガム図書館がバーミン
ガム大学やウォーリック大学などと連携して提供
しているウェブ・サイトConnecting Histories
（URL:http://www.connectinghistories.org.uk/）
で見ることができる。たとえば，本宮の宿屋（The 
Inn at Motomiya, 1891）や駕籠（The Kago, a 
Japanese Conveyance, 1891）など。
18　今回の調査で筆者が確認できたのは，Round 
the World: Letters Written Home, 1891 という，ス
トーンが1891年の世界一周旅行でその旅行先各
地からイギリスに宛てた手紙を集成した後年のタ
イプライター原稿の複写である（文書番号C.
A.45）。何年の編さんになるのか定かでないが，
1897年以降のものである。オリジナルの手紙と
の校合作業は今後の課題としたい。
19　ほとんどの手紙で宛名が記されていない。内容
から推察して，主に妻のジェーン宛と思われる。
⑤は長男のBarron宛の手紙である。なお，今回
の調査では所在を確認できなかったが，手紙の宛
名のみ，わかるものがあり，Bagnall宛，Pickard
宛，A.Wainwright宛，Roland宛がある。Roland
は三男である。
20　本稿は拙稿「19世紀末における外国人の日本見
聞―イギリス人旅行写真家ベンジャミン・ス
トーンの場合①」（『比較教育風俗』12，2011年）
の続報にあたる。これまでに入手できたストーン
の手紙8通のうち，3通は同稿で訳出しているが，
研究会の報告書での発表であり，広く公表するも
のでなかった。この3通を修正のうえ，本稿に再
掲し，新しく訳出する5通とあわせ，入手したストー
ンの手紙の全体を通覧できるように構成した。
21　前掲，註6，モース著／石川訳書1，p.37。
22　視覚史料の活用による教育史研究の可能性を論
じる観点から，ストーンが1895年のノルウェイ旅
行時に撮った子どもと教師の写真について分析を
試みた研究として，Kate Rousmanier, ‘Questioning 
the Visual History of Education’, History of 
Education, 30-2, 2001, pp.11-12. がある。
23　Roy Lowe, Whatever Happened to Progressivism? 
: The Demise of Child Centred Education in 
Modern Britain, London: IOE Press (Institute of 
Education, University of London), 2005, p.8.
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写真の１枚である。校舎を背にして並ぶ子どもたち
が写る。こちらでカメラを構えるストーンと，その
先にいる子どもたちとが，互いに受容的な距離感を
生産しているように覚えうる。笑う子がいて，固い
表情の子がいて，好奇の目を向ける子がいて，横を
向く子がいる。おそらくストーンは子どもたちに
とって，きわめて珍しい来訪者であったにちがいな
い。レンズを向けられ，慣れない状況に子どもたち
は緊張したはずである。しかし，子どもたちは少な
くとも，ストーンに対して拒絶的ではない。向きあ
う両者のあいだで，何が交わされ，何が生まれたの
か22。
　ロイ・ロウが指摘するように，どのような文字史
料でも視覚史料でも，完全な史料といえるものは，
おそらくない23。そうであるが，ストーンの伝える
手紙や写真が過去の一隅を照らし，日本の近代化過
程を考察する手がかりとなることを望むものであ
る。写真の分析は次稿で期したい。手紙を検討した
本稿は，その基礎的考察にあたる。引きつづき，調
査を進め，研究の展開を図りたい。
─────────────
註
１　たとえば，石附実「近代日本関係洋書を読む」『比
較教育風俗』6，1997年，pp.68-99。富田仁編『事
典外国人の見た日本』日外アソシエーツ，1992年，
pp.15-16。
２　たとえば，バジル・H・チェンバレン著／高梨
健吉訳『日本事物誌』平凡社，1969年。
３　たとえば，ラフカディオ・ハーン著／森亮・平
川祐弘訳『小泉八雲作品集（日本の印象）』河出
書房新社，1977年。
４　以上，写真史について，日本写真家協会編『日
本写真史1840-1945』平凡社，1971年，pp.351-379。
５　イーストマンはこの1888年のコダックのオリ
ジナル・モデルの販売を皮切りに，改良型の
No.1コダックとNo.2コダックを1889年に発売し，
1890年もNo.3コダック，No.4コダック，No.5コ
ダックを発売し，以降も小型カメラの改良型や新
型の発売をつづけた。イーストマンは1892年に
イーストマン・コダック社を設立し，1900年に
は有名なブローニー（Brownie）を発売した。ブ
ローニー・カメラはより操作が簡便で安価な箱形
カメラであり，大きな人気を得た。Brian Coe, 
Kodak Cameras: The First Hundred Years, 1996, 
East Sussex: Hove Books, 2003, pp.11-12, pp.35-
36. マイケル・プリチャード著／野口正雄訳『50
の名機とアイテムで知る図説カメラの歴史』原書
房，2015年，pp.34-37，pp.60-61。「ザ・コダッ
クとその後継モデルは写真にカジュアルさをもた
らすのに一役かった。被写体はしばしばくつろぎ，
笑ったり，ほほえんでいた。彼らは気どっていな
かった。（中略）これはいかめしい表情をした正
式なスタジオポートレートとはまるで異なるも
の」であったという指摘は，この小型カメラの特
性をよく説明している（プリチャード著／野口訳
書，p.38）。
６　19世紀末から20世紀初頭に来日し，日本で写
真を収集した外国人で注目される人物のひとり
に，アメリカ人のエドワード・シルヴェスター・
モース（Edward Sylvester Morse, 1838-1925）が
いる。1877年から1883年にかけて約２年半，日
本に滞在した。大森貝塚の発見やダーウィンの進
化論の紹介でも知られる東京大学のお雇い外国人
教師である。動物学を担当した。モースは日記（絵
入り）を残すほか，写真を収集している。学校を
場とする写真も含まれており，授業での教師と子
どもの様子をとらえている。本稿の関心と重なる
ところがある。モースのコレクションはピーボ
ディー・エセックス博物館（Peabody Essex 
Museum, Massachusetts）に収められており，筆
者は一部の写真を調査したことがある。拙稿「近
世・近代移行期における国民教育の確立と教育観
の変化―人的資本形成の前提としての近代学
校」『岡山大学大学院教育学研究科研究集録』
163，2016年，p.15。他にエドワード・モース著
／石川欣一訳『日本その日その日』（1 ～ 3），平
凡社，1970 ～ 1971年，守屋毅編『モースと日本』
小学館，1988年，小西四郎・岡秀行編『百年前
の日本―モース・コレクション［写真編］』（普
及版），小学館，2005年，なども参照される。
７　Stephen Roberts, Sir Benjamin Stone 1838-
1914: Photographer, Traveller and Politician, 
North Charleston: Create Space, 2014, p.43.
８　Ibid., p.39.
９　世界一周旅行は1891年１月から７月までであ
る。
10　以上，ストーンの人物については，主に下記を
参 照。Elizabeth Edwards, Peter James, eds., A 
Record of England: Sir Benjamin Stone & the 
National Photographic Record Association 1897-
1910, Stockport: Dewi Lewis Publishing, 2006, pp.7-
24. Bill Jay, Customs and Faces: Photographs of Sir 
Benjamin Stone, London: Academy Editions, 1972, 
pp.3-5. また，ストーンは1897年，ナショナル・フォ
トグラフィック・レコード・アソシエーション（The 
